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ン をお買い上げいただきまして、まことに
よ なって正しい方法でご使用ください。

さ したユーザー・インター
 

ェ サイザーでは、全面的にユーザー・イン
を いやすさを追求しました。新搭載のブラ
り ウンドを楽器の種類やサウンド・キャラ
単 し出すことができます。

ン SYページや PERFORMANCEページで
音 ットが可能です。膨大なサウンド・ライ
目 ドを探すのに時間をかけ、長いロード時
る て、サウンドのイメージやアイディアを
と ん。

ブ ウンド・メイキングを可能
数 能 

ェ サイザーには、オリジナルの M1で要望
数 搭載されています。フィルターのレゾナ
モ ョン、コンプレッサー・エフェクトを追
だ クト部を各ティンバー（トラック） 2 系
ト ト＋ 2系統のマスター・エフェクトで構
 

セサイザー
くお読みに

を追求

ア・シンセ
一新し、使
、欲しいサ
に素早く探

ドは、 EA
色にエディ
的のサウン
ことによっ
はありませ

ルなサ
の新機
ア・シンセ
の新機能が
ジュレーシ
ったエフェ
・エフェク
はじめに
このたびは、 KORG Legacy Collection - DIGITAL EDITION M1 ソフトウェア・シ
ありがとうございます。本製品を末永くご愛用いただくためにも、この取扱説明書を

おもな特長
独特のサウンド・キャラクターをもつ大ヒット PCM シンセサイ
ザー「コルグ・ミュージック・ワークステーション  M1」が新機能
を追加し、またシリーズ全音色と新規音色を内蔵してソフトウェ
ア・シンセサイザーとして蘇りました。 

2700を超える膨大なプリセット・サウンド
オリジナルの M1では、一台で楽曲を完成させることができる幅広
い音色バリエーションを内蔵していました。  

M1 ソフトウェア・シンセサイザーでは、内蔵 PCM を拡張した 
M1EXの全サウンドに加え、全 19種類のオプション ROMカード
の PCM データ、プログラム・データ、コンビネーション・データ
をすべて内蔵しています。

さらに、現代の楽曲制作にマッチしたドラム・サウンドの PCMデー
タとプログラム・データを新たに追加し、トータル  2700を超える
膨大なプリセット・サウンドを内蔵しています。

また、オリジナルの M1シリーズで作成したデータをシステム・エ
クスクルーシブ・ファイルで M1ソフトウェア・シンセサイザーに
インポートすることも可能です。

使いやす
フェイス
M1ソフトウ
ターフェイス
ウザ機能によ
クターから簡

選択したサウ
簡単に好みの
ブラリーから
間に待たされ
失うようなこ

フレキシ
にする多
M1ソフトウ
の高かった多
ンス、 VDA
加し、 2系統
統のインサー
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成し、より多彩なサウンドが得られるようになりました。また、 
Combination モードとは別に、  8 トラック・マルチティンバー音
源として使用できる Multi モードを追加するなど、随所に使いやす
さを追求しています。

各モードでプログラムがエディット可能 

M1ソフトウェア・シンセサイザーでは、 Combination、 Multiの
各モードでもプログラムのエディットが可能です。

オリジナルの M1 では、使用しているプログラムのナンバーを参照
先データとしてコンビネーション・データ内に保持していたため、
使用しているプログラムをエディットする場合は、 Program モー
ドへ移動しパラメーターをエディットしていました。 

M1 ソフトウェア・シンセサイザーでは、各モードのエディット・
バッファ内にプログラム・データをロードするので、 Programモー
ド上でプログラムをエディットしても、 Combinationモードや Multi
モードで使用するプログラムの音色には影響を与えません。
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、以下のパラメーターが含まれます。

力レベル、パン、インサート・エフェクトのオ
ィンバー調整用パラメーター。

MIDIに関するパラメーター。

クトのパラメーター。

メーターすべて。

、 21 種類のプリセット・カード＋新規コンビ
 PRESET カード）から選ぶことができます。ま
ト、作成したコンビネーションを 50 個保存で
ドを 4つ（合計 200個）内蔵しています。
 

M1の構成 

Combinationモード
最大 8ティンバー分のプログラムを組み合わせて 1つの音色を作る
モードです。 

M1ソフトウェア・シンセサイザーでは、各モードごとにプログラ
ム・データをロードするので、選択している各モードで使用してい
るプログラムをエディットすることができます（ ☞  2 ページ「各
モードでプログラムがエディット可能」）。  

コンビネーションは

･ 各ティンバーの出
ン・オフなどのテ

･ 各ティンバーの 

･ マスター・エフェ

･ プログラムのパラ

コンビネーションは
ネーション（ KLC
た、自分でエディッ
きるユーザー・カー

Program

MFX 1

MFX 2

TIMBRE 1

TIMBRE 8

TIMBRE 2

TIMBRE 3

TIMBRE 4

TIMBRE 5

TIMBRE 6

TIMBRE 7

Program

Program

Program

Program

Program

Program

Program

Master FX
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bination モードでは、ほぼ同じ構成ですが、
。

設定されているアウト・プット先の初期設定
 2、トラック 2は 3＋ 4、・・）。

定されている MIDIチャンネルの初期設定（ト
ラック 2は 2ch、・・・）。

マスター・エフェクトをセンド・エフェクト
。エフェクトの入出力はセンド・レベル、リ
ターン先で設定します。センド・レベルを 0
ート・エフェクトからの信号がマスター・エ
して出力されます。センド・レベルを上げる
・エフェクトからの信号をミックスして出力

 Combination モードと Multi モードは同じ
tion モードをマルチティンバー音源として使
ドをコンビネーションのように使用すること
Multiモード 

8パートのマルチ・ティンバー音源として使用するモードです。 

M1ソフトウェア・シンセサイザーでは、各モードごとにプログラ
ム・データをロードするので、選択している各モードで使用してい
るプログラムをエディットすることができます（  ☞  2 ページ「各
モードでプログラムがエディット可能」）。  

Multi モードと Com
以下の点が異なります

･ 各トラックごとに
（トラック 1は 1＋

･ 各トラックごとに設
ラック 1は 1ch、ト

･ Multiモードでは、
として使用します
ターン・レベル、リ
にすると、インサ
フェクトをバイパス
と、原音とマスター
します。

以上の点を除いては、
構成です。 Combina
用したり、 Multiモー
もできます。

Program

MFX 1

MFX 2

Track 1

Track 8

Track 2

Track 3

Track 4

Track 5

Track 6

Track 7

Program

Program

Program

Program

Program

Program

Program

Master FX Return
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ーを使用します。各オシレーターごとに OSC、 
され、オシレーターの出力をまとめてインサー
力します。

Insert FX 1

Insert FX 2

Insert FX

nd

VDA

nd

VDA
 

Programモード 

1つのプログラムを演奏、エディットするモードです。

プログラムは、 21 種類のプリセット・カード＋新規プログラム
（ KLC PRESET カード）から選ぶことができます。また、自分でエ
ディット、作成したプログラムを  50 個保存できるユーザー・カー
ドを 4つ（合計 200個）内蔵しています。

プログラムには、 3 種類のオシレーター・モードがあります。 

Single

 

1つのオシレーターを使用します。 OSC、 VDF、 VDA、 INSERT FX
で構成されています。

オシレーターに使用するマルチサウンドは、  16種類のプリセット・
カードから選択できます。 

Double

 

2 つのオシレータ
VDF、 VDA で構成
ト・エフェクトへ入

Insert FX 1

Insert FX 2

Insert FX

OSC 1

Multisound

VDF VDA

OSC 1

Multisou

VDF

OSC 2

Multisou

VDF
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ド
トランスポーズ、グローバル MIDI チャンネ
、ユーザー・スケール等、 M1ソフトウェア・
関わる設定をするモードです。
Drums
オシレーターにドラムキットを使用します。 OSC、 VDF、 VDA、 
INSERT FXで構成されています。

オリジナルの M1では、ドラムキットは Globalモードでエディッ
トしていましたが、 M1ソフトウェア・シンセサイザーでは、ドラ
ムキットのパラメーターもプログラム内に内蔵しています。

ドラムキットは、 21 種類のプリセット・カード＋新規ドラムキッ
ト（ KLC PRESET カード）から選択できます。また、自分でエ
ディット、作成したドラムキットを 20個保存できるユーザー・カー
ドを 2つ（合計 40個）内蔵しています。 

Globalモー
マスター・チューン、
ル、 MIDIフィルター
シンセサイザー全体に

Insert FX 1

Insert FX 2

Insert FX

OSC 1

Drumkit

VDF VDA
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う ます。

に きなどに、まずマウスを通常の速度で動
に 。設定したい値付近でマウスをゆっくり
整

ド 能
字 （ノート・ナンバーなど）をコンピュー
ー できます。

ン
ー ドで C#1等のノート・ナ
力 通常の数値だけの入力も可

ー ドで L13 等を入力
常 の入力も可能です。

ト ラメーター部分をダブルクリックして入
場 能な文字以外はフィルターがかかります
入 がそのパラメーターに対して有効かどう
ぐ す。
ことができ

変更すると
近づけます
します。

入力機
を含んだ値
ドから入力

バー
のキーボー
できます。

のキーボー
の数値だけ

ロールのパ
合、入力可
力した文字
にわかりま
基本操作
各コントローラーやパラメーターの上にマウスのポインタを移動
すると、矢印から手の形へ変わります。この状態で、コントロー
ラーやパラメーターの値を変えることができます。 

Key Focus機能

コントローラーやパラメーターをクリックすると、周りに緑色の枠
が表示されます。この状態をキー・フォーカスといい、コンピュー
ターの上下左右カーソル・キーで値を変更することができます。

キー・フォーカスは、 Global モードで無効にすることも可能です。 
M1ソフトウェア・シンセサイザーをシーケンサー等でプラグイン
として使用したときに、カーソル・キーの操作が重ならないように
する場合に有効です。 

De-acceleration機能 

De-acceleration機能は、マウスを動かす速度によって値を調整で
きる機能です。ノブ、グラフィカル・エンベロープ、グラフィカル・
フィルター、バリュー・バー、ゾーン・バー、パラメーターに対し
て機能します。 [Shift] キー + ドラッグと同様に、微調整をマウス

操作のみで行

設定値を大幅
かして設定値
動かして微調

キーボー
数値以外の文
ターのキーボ

ノート・ナ
コンピュータ
ンバーを入
能です。

パンポット
コンピュータ
できます。通

各コン
力する
ので、
かがす
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eleration機能）
ラッグの方法は、環境設定の “ノブ操作法 ”の
ます。

[Shift]キーを押しながらドラッグ
ドラッグの方法は、環境設定の  “ノブ操作法  ”
ります。

ーボードで数値を入力します。パラメーター
どの文字を含んだ値も入力できます。

ー・フォーカス）
下左右カーソル・キーで値を微調整します。

[Ctrl] キーを押しながらクリック（ Mac: コマン
）
ャライズ値）に戻ります。
キーボード

･ 鍵盤をクリック
ノートを発音します。

･ 鍵盤をドラッグ
グリッサンドします。

ピッチベンド・ホイール、
モジュレーション・ホイール

･ 上下にドラッグしてコントロールします。

ノブ

･ ドラッグ（ De-acc
値を調整します。ド
設定によって異なり

･ コンピューターの 
値を微調整します。
の設定によって異な

･ 値をダブルクリック
コンピューターのキ
によっては L13な

･ ノブをクリック（キ
コンピューターの上

･ コンピューターの 

ド・  キー + クリック
値が初期値（イニシ
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キー・フォーカス）
置に対応した値が入力されます。また、コン
左右カーソル・キーで値を微調整します。

ッグ（ De-acceleration機能）

 [Shift] キーを押しながら、バーを左右にドラッグ
。

ック
設定されます。

ー・フォーカス）
上下左右カーソル・キーで値を微調整します。

グ（ De-acceleration機能）

 [Shift] キーを押しながら、値を上下にドラッグ
。

ク
キーボードで数値を入力します。 C#1、 D 5な
バーも入力することができます。
バリュー・バー

･ バーをクリック（キー・フォーカス）
クリックした位置に対応した値が設定されます。また、コン
ピューターの上下左右カーソル・キーで値を微調整します。

･ バーを左右にドラッグ（ De-acceleration機能）
値を調整します。

･ コンピューターの [Shift]キーを押しながら、バーを左右にドラッグ
値を微調整します。

･ 値をクリック（キー・フォーカス）
コンピューターの上下左右カーソル・キーで値を微調整します。

･ 値を上下にドラッグ（ De-acceleration機能）
値を調整します。

･ コンピューターの [Shift]キーを押しながら、値を上下にドラッグ
値を微調整します。

･ 値をダブルクリック
コンピューターのキーボードで数値を入力します。

･ コンピューターの [Ctrl] キーを押しながらクリック（ Mac: コマン
ド・  キー + クリック）
値が初期値（イニシャライズ値）に戻ります。

ゾーン・バー

･ バーをクリック（
クリックした位
ピューターの上下

･ バーを左右にドラ
値を調整します。

･ コンピューターの
値を微調整します

･ バーをダブルクリ
最大値、最小値に

･ 値をクリック（キ
コンピューターの

･ 値を上下にドラッ
値を調整します。

･ コンピューターの
値を微調整します

･ 値をダブルクリッ
コンピューターの
どのノート・ナン
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まにしている時間に応じて値の増減スピード

[Ctrl] キーを押しながらクリック（ Mac: コマン
）
ャライズ値）に戻ります。

ッチ

たは設定する位置にドラッグ
す。

[Ctrl] キーを押しながらクリック（ Mac: コマン
）
ャライズ値）に戻ります。
･ コンピューターの [Ctrl] キーを押しながらクリック（ Mac: コマン
ド・   キー + クリック）
値が初期値（イニシャライズ値）に戻ります。

スイッチ

･ クリック
クリックするたびに設定が切り替わります。

･ コンピューターの [Ctrl] キーを押しながらクリック（ Mac: コマン
ド・   キー + クリック）
値が初期値（イニシャライズ値）に戻ります。 

Inc/Dec スイッチ

･ クリック
クリックするたびに値が１ずつ増減します。

･ プレス
マウスを押したま
が変わります。

･ コンピューターの 

ド・  キー + クリック
値が初期値（イニシ

スライド・スイ

･ 位置をクリック、ま
設定が切り替わりま

･ コンピューターの 

ド・  キー + クリック
値が初期値（イニシ
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・フィルター

グ（ De-acceleration機能）

 [Shift]キーを押しながらポイントをドラッグ
。

ク（キー・フォーカス）
上下左右カーソル・キーで値を微調整します。

 [Ctrl] キーを押しながらクリック（ Mac: コマン
ク）
シャライズ値）に戻ります。
グラフィカル・エンベロープ

･ ポイントをドラッグ（ De-acceleration機能）
値を調整します。

･ コンピューターの [Shift]キーを押しながらポイントをドラッグ
値を微調整します。

･ ポイントをクリック（キー・フォーカス）
コンピューターの上下左右カーソル・キーで値を微調整します。

･ コンピューターの [Ctrl] キーを押しながらクリック（ Mac: コマン
ド・  キー + クリック）
値が初期値（イニシャライズ値）に戻ります。

･ Point Selectスイッチをクリック
ポイントが重なった場合に、設定したいポイントを選ぶことがで
きます。クリックすると、キー・フォーカスも有効になります。
コンピューターの上下左右カーソルキーだけでエディットする
ことも可能です。

オシレーター・モードが DOUBLE のときには、 EASYペー
ジの各 EG SELECT で選択されている  EG に対して Point
Selectスイッチ機能が有効になります。

グラフィカル

･ ポイントをドラッ
値を調整します。

･ コンピューターの
値を微調整します

･ ポイントをクリッ
コンピューターの

･ コンピューターの
ド・  キー + クリッ
値が初期値（イニ
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なものは、メモリー・カードにライト可能な
ン、プログラム、ドラムキットです。名前が
のは、マルチサウンドとドラムサウンドです。

・フォーカス）
下左右カーソル・キーで値を微調整します。

（ De-acceleration機能）

Shift]キーを押しながら、値を上下にドラッグ

ーボードで数値を入力します。 C#1、 D 5 な
ーも入力することができます。

[Ctrl] キーを押しながらクリック（ Mac: コマン
）
ャライズ値）に戻ります。
ポップアップ・メニュー
･ ▼をクリック
表示されるポップアップ・メニューか
ら値を選びます。
メニューが表示された状態で、コン
ピューターの上下カーソル・キーを
使って選択することもできます。また、
サブ・メニューがある場合は、左右カー
ソル・キーも使用します。

･ コンピューターの [Ctrl]キーを押しなが
ら設定をクリック（ Mac: コマンド・
キー  + クリック）
設定が初期値（イニシャライズ値）に
戻ります。

リネーム

･ ダブルクリック
コンピューターのキーボードで名前を入力し  [Enter]キーを押し
ます。

名前が入力可能
コンビネーショ
入力不可能なも

パラメーター

･ 値をクリック（キー
コンピューターの上

･ 値を上下にドラッグ
値を調整します。

･ コンピューターの [
値を微調整します。

･ 値をダブルクリック
コンピューターのキ
どのノート・ナンバ

･ コンピューターの 

ド・  キー + クリック
値が初期値（イニシ
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存されている M1 ソフトウェア・シンセサイ
します。

等は、 75 ページ「コンピューターからのロー
い。  

ンセサイザーのデータをファイルとしてコン
す。

、 74ページ「コンピューターへの保存」を参

リーズで作成したシステム・エクスクルーシ
トウェア・シンセサイザーにインポートしま

法等は、 77ページ「システム・エクスクルー
ート」を参照してください。 

したデータを M1ソフトウェア・シンセサイ
ライト（記憶）します。

は、 70ページ「内部メモリーへのライト」を
1. Mode Name
現在のモードを表示します。 

2. Master Volume
全体の出力レベルを調節します。 

3. Combi/Prog Name, INSTRUMENT
コンビネーションやプログラムの名前、楽器の種類が表示されま
す。
名前をクリックして、ドラッグまたはコンピューターの上下左右
カーソル・キーを操作すると、コンビネーションやプログラムが切
り替わります。このときは、選択されているコンビネーションやプ
ログラムに設定されている楽器の種類やサウンド・キャラクターと
は無関係にカードごとに切り替わります。 

“INSTRUMENT” をクリックすると、ロードされているコンビ
ネーションやプログラムと同じ楽器の種類やサウンド・キャラク
ターが設定されたブラウザが表示されます。選択しているサウンド
に類似したものを選ぶときに有効です（ ☞  18 ページ「ブラウザ機
能」）。 

4. FILEボタン
エディットまたは作成したデータのコンピューターへのセーブ、
ロード、システム・エクスクルーシブ・データのインポートを行い
ます。 [FILE]ボタンをクリックして表示されるメニューからコマン
ドを選択します。 

Load
コンピューターに保
ザーのデータをロード

データのロード方法
ド」を参照してくださ

Save
M1ソフトウェア・シ
ピューターへ保存しま

データの保存方法等は
照してください。 

Import
オリジナルの M1 シ
ブ・データを M1 ソフ
す。
データのインポート方
シブ・データのインポ

5. WRITEボタン
エディットまたは作成
ザーの内部メモリーに

データのライト方法等
参照してください。
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またはトラックをクリア状態にします。 

をロードします。 

イッチ

プログラムを選択します（ ☞  18 ページ「ブラ

スイッチ

。  

ation モードに入ります。  
ドに入ります。  
モードに入ります。 

メニュー

れるメニューからコマンドを実行します。  

オール・サウンド・オフを送信します。ソフト
定になり、発音が止まらなくなった場合に実行

ap...
保存されているコントローラーのアサイン設定
ます。ロードの方法は、 75ページ「コンピュー
を参照してください。
6. UTILITYボタン
他のモードからのデータのコピー、プリロード・データのロード等
を行います。 [UTILITY] ボタンをクリックして表示されるメニュー
からコマンドを選択して実行します。  

Copy From Combi Mode…

 

Combination モードで選択しているコンビネーションの設定すべ
てを Multiモードにコピーします。ライト時に内部メモリーに保存
されないパラメーターもコピーされます。
コピー実行時、 Multiモードの各トラックの SEND 1レベル、 SEND
2 レベルは 0、 RETURN 1レベル、 RETURN 2 レベルは 99に設
定されます。アウトプット先は、  RETURN1 が 1+2、 RETURN2
が 3+4に設定されます。  

Copy From Multi Mode…

 

Multi モードの設定すべてを、 Combination モードで選択してい
るコンビネーションにコピーします。ライト時に内部メモリーに保
存されないパラメーターもコピーされます。
ただし、 MASTER FX ページの “SEND”、 “RETURN”など、 Multi
モードのみにあるパラメーターはコピーされません。  

Copy From Prog Mode…

 

Programモードで選択しているプログラムの設定を Combinationモード
のティンバーや Multi モードのトラックへコピーします。ライト時に内部
メモリーに保存されない  パラメーターは、コピーされずに初期化されま
す。 

All Clear…
すべてのティンバー

Pre Load Data…
プリロード・データ

7. BROWSERス
コンビネーション、
ウザ機能」）。 

8. Mode Select
モードを選択します

COMBI: Combin
MULTI: Multiモー
PROG: Program

9. KORGロゴ・
クリックして表示さ

All Sound Off
MIDI メッセージ・
ウェアの動作が不安
します。 

Load Controller M
コンピューターに
ファイルをロードし
ターからのロード」
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表示されます。  
ページ」  

TER FXページが表示されます。  
TER FXページ」  

が表示されます。  
ページ」  

表示されます。  
ページ」  

示されます。  
ージ」  

表示されます。  
ページ」  

OLページが表示されます。  
TROLページ」  

T FXページが表示されます。  
RT FXページ」 

ッチ

かじめ設定されているフレーズでプレビュー

音するティンバーやトラックは、 “Timbre
ジ「 Timbre Select」）、 “Track Select”（ ☞ 
lect」）で選択しているティンバーやトラック
Save Controller Map...
各ノブ、スイッチのアサイン設定をコンピューターに保存します。
セーブの方法は、 74 ページ「コンピューターへの保存」を参照して
ください。 

Show Controller Assign
パフォーマンス・パラメーターにアサインされている CC#ナンバー
の表示 /非表示を切り替えます。  

Combination、 Multi モードでは、 PERFORMANCE ペー
ジのみで CC#アサインの情報が表示されます。 

Memory Card

 

M1ソフトウェア・シンセサイザーに内蔵されているメモリー・カー
ドが表示されています。過去に発売されたオリジナル M1 のオプ
ション・カードのデザインで表示されます。カードをクリックする
と、そのカードの音色を表示したブラウザが表示されます（ ☞  18
ページ「ブラウザ機能」）。 

About M1

 

M1ソフトウェア・シンセサイザーのバージョン情報等が表示され
ます。 

10. Page Selectスイッチ
各モードでエディット・ページを選択します。選択したページは、
右側のエディット・エリアに表示されます。 

PERFORMANCE:

 

 PERFORMANCE ページが表示されます。 

☞

 
 27ページ「 PERFORMANCEページ」 

MIDI:

 

 MIDIページが
☞ 31ページ「 MIDI

MASTER FX: MAS
☞ 33ページ「 MAS

EASY: EASYページ
☞ 36ページ「 EASY

OSC: OSCページが
☞ 39ページ「 OSC

VDF: VDF ページが表
☞ 44ページ「 VDFペ

VDA: VDAページが
☞ 47ページ「 VDA

CONTROL: CONTR
☞ 49ページ「 CON

INSERT FX: INSER
☞ 52ページ「 INSE

11. PREVIEWスイ

クリックすると、あら
再生します。

プレビュー再生で発
Select”（ ☞  24 ペー
55ページ「 Track Se
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と、そのティンバーやトラックと同じ MIDIチャンネル（ ☞  32ペー
ジ「 MIDI Ch」）に設定されているティンバー、トラックです。 

[PREVIEW] スイッチ右側の▼をクリックすると表示されるポップ
アップメニューから、プレビュー再生時のフレーズを選択すること
ができます。フレーズは 6 種類用意されています。 

12. エディット・エリア  
各エディット・ページで表示されるパラメーターをエディットしま
す。
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し に、従来のカテゴリだけにとらわれな
音 たり、複数の楽器やサウンド・キャラ

6

11

9 10
 

出せるよう
色を検索し

5

8

 

ブラウザ機能
M1ソフトウェア・シンセサイザーでは、膨大な量の音色から必要なサウンドを素早く探
いブラウザ検索機能を内蔵しています。 1つの楽器やサウンド・キャラクターから目的の
クターから目的の音色を検索することができます。

コンビネーション、プログラムの選択
各モードで [BROWSER]スイッチをクリックすると、以下のブラウザが表示されます。

1

2

3 4

7
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クターを指定します。 SEARCH/CARD タブを 
索するときに、クリックして指定します。
[Shift] キーを押しながらクリックすると、複数の
することができます。ただし、以下のようにどちら
ないキャラクターは、 [Shift] キーを押したときに
指定できません。 

どちらか片方しか選択できない項目 

複数選択可能な項目 

チ
ド・キャラクターをクリアします。 

ト
ション、プログラムが表示されます。表示される名
すると、音色が適用されブラウザを閉じます。

リックして選択しているときに、画面上のキーボー
イスでノート・オンすると、ブラウザ上で選択して
択しているティンバー（トラック）と同じ MIDI

RK ・ SPLIT⇔ LAYER（コンビネーションのみ）
・ SOLO⇔ ENSEMBLE（プログラムのみ）

・ DANCE/TECHNO
・ POPS/ROCK
・ JAZZ/FUNK

ZED ・ ORCHESTRA
1. COMB/PROG Selectタブ
検索するデータを選択します。 

COMBI:

 

 コンビネーションを検索します。 

PROG:

 

 プログラムを検索します。 

Multiモード、 Programモードでは、 PROGのみとなります。 

2. SOUND DETAIL
ブラウザのサウンド・リストで選択している音色のナンバーと名前が表
示されます。 

3. SEARCH/CARD Selectタブ
音色の検索方法を選択します。 

SEARCH:

 

 楽器の種類やサウンド・キャラクターで検索します。 

CARD:

 

 音色カードで検索します。 

4. INSTRUMENTS
楽器の種類を指定します。 SEARCH/CARDタブを SEARCHにし
て検索するときに、クリックして指定します。
コンピューターの [Shift]キーを押しながらクリックすると、複数の
楽器を指定することができます。ただし、次に指定しても検索でき
る音色が無い場合は、 [Shift]キーを押したときに、その楽器はグレ
イアウトになり指定できません。  

ALL CLEARスイッチ
指定している楽器をクリアします。  

5. CHARACTER
サウンド・キャラ
SEARCHにして検
コンピューターの 
キャラクターを指定
か片方しか指定でき
グレイアウトになり

• 選択、ライト時に

• 選択、ライト時に

ALL CLEARスイッ
指定しているサウン

6. サウンド・リス
検索したコンビネー
前をダブルクリック

リスト上の音色をク
ドや外部 MIDIデバ
いる音色と、現在選

・ BRIGHT⇔ DA
・ FAST⇔ SLOW
・ FAT⇔ SOFT

・ ACOUSTIC
・ ELECTRIC
・ ETHNIC
・ SYNTHESI
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、ドラム・サウンド、ドラ

ムサウンド、ドラムキットもブラウザで検索
 EASY、 OSC ページ等のエディット・エリア

ROWSER]スイッチをクリックすると、ブラ

のブラウザ

1

6 7 8

9

チャンネルに設定されているティンバー（トラック）が発音します。 
[SOLO] ボタンが ON のときは、リスト上で選択している音色だけが
発音します。

ブラウザで選択中は、接続している外部 MIDIデバイス等で、
音色をエディット（オートメーション、コントロール・チェ
ンジ）することはできません。 

7. SOLOボタン
プログラム検索時の発音について設定します。 

ON:

 

 ブラウザのサウンド・リストで選択しているプログラムだけを発
音します。検索しているプログラムだけを確認したい場合に有効です。 

OFF:

 

 “Timbre Select”（ “Track Select”）で選択しているティン
バー（トラック）と同じ MIDIチャンネルに設定されている音色も
発音します。複数の音色をレイヤーで使用するときに、それぞれの
ミックス・バランスを確認したい場合に有効です。 

8. CANCELボタン
選択している音色を適用しないでブラウザを閉じます。 

9. APPLYボタン
選択している音色を適用します。 

10. OKボタン
選択している音色を適用してブラウザを閉じます。 

11. CLOSEボタン
ブラウザを閉じます。

マルチサウンド
ムキットの選択
マルチサウンド、ドラ
することができます。
に表示されている [B
ウザが表示されます。

マルチサウンド検索時

2

4

3

5
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択中は、接続している外部 MIDIデバイス等で、
ット（オートメーション、コントロール・チェ
とはできません。 

音を設定します。  

・ページのパラメーターを反映せずにカードに保
音色を発音します。  

ラメーターを反映させた状態の音色で発音しま

適用しないでブラウザを閉じます。 

適用します。 

適用してブラウザを閉じます。 

。

1. SEARCH/CARD Selectタブ
サウンドの検索方法を選択します。  

SEARCH:

 

 楽器の種類で検索します。 

CARD:

 

 音色カードで検索します。 

2. INSTRUMENTS
楽器の種類を指定します。 SEARCH/CARDタブを SEARCHにし
て検索するときに指定できます。複数指定して検索することもでき
ます。（ ☞  19ページ「 4. INSTRUMENTS」） 

ALL CLEARスイッチ
指定している楽器をクリアします。  

3. SOUND DETAIL
ブラウザで選択している音色のナンバーと名前が表示されます。 

4. サウンド・リスト
検索したマルチサウンド、ドラムサウンド、ドラムキットが表示さ
れます。表示される名前をダブルクリックすると、音色が適用され
ブラウザを閉じます。

リスト上の音色をクリックして選択しているときに、画面上のキー
ボードや外部 MIDI デバイスでノート・オンすると、ブラウザ上で
選択している音色と、現在選択しているティンバー（トラック）と
同じ MIDI チャンネルに設定されているティンバー（トラック）が
発音します。  [SOLO] ボタンが ON のときは、リスト上で選択して
いる音色だけが発音します。

ブラウザで選
音色をエディ
ンジ）するこ

5. SOLO ボタン
ブラウザ検索時の発

ON: 各エディット
存されている状態の

OFF: 各ページのパ
す。 

6. CANCELボタン
選択している音色を

7. APPLYボタン
選択している音色を

8. OKボタン
選択している音色を

9. CLOSEボタン
ブラウザを閉じます
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のプレビュー再生 

iモードでブラウザを表示させたときの [PRE- 
るプレビュー再生の動作は、以下のようになり

リスト上で選択されている音色のティンバー
IDI チャンネルに設定されているティンバー
音します。ブラウザの “ SOLO”が ON のと
ンド・リストで選択されている音色だけが発
ブラウザ上でのコピー＆ペースト
ブラウザ上でコンビネーション、プログラム、ドラムキットのコ
ピー＆ペーストが可能です。サウンド・リスト上の音色を選択し、
右クリック（ Mac: [Control]＋クリック）して表示されるメニュー
から “Copy”を選ぶと、選択した音色がクリップ・ボードにコピー
されます。ペースト先をサウンド・リスト上で選択し、右クリック
 Mac: [Control] ＋クリック）して表示されるメニューから 

“Paste”を選びます。クリップ・ボードの音色がペーストされます。
ペースト前の音色は上書きされます。また、コンピューターの [Alt]
 Mac: [Option]）キーを押しながら、サウンド・リスト上の音色を
ドラッグ・アンド・ドロップすると、ドロップ先の音色は上書きさ
れます。

ユーザー・カードでの検索時に、サウンド・リスト上の音色を別の
場所にドラッグ・アンド・ドロップで移動すると、移動先の音色と
入れ替わります。また、 M1ソフトウェア・シンセサイザーを複数
立ち上げ、片方の M1のサウンド・リスト上の音色を、もう一方の 
M1のサウンド・リストにドラッグ・アンド・ドロップすると、移
動先の音色に上書きされます。プリセット音色からユーザー・カー
ドに上書きすることもできます。

ユーザー・カード以外のカードには上書きできません。

ブラウザ表示時
Combination、 Mult
VIEW]スイッチによ
ます。

ブラウザのサウンド・
（トラック）と同じ M
（トラック）も一緒に発
きは、ブラウザのサウ
音します。
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ー ー 

イ クすると Combinationモードに入ります。
タ

ッチをクリッ
 

各モードのパラメ

Combinationモード
最大  8ティンバー分のプログラムを組み合わせて 1つの音色を作るモードです。 [COMBI]ス
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ているティンバーの MIDI チャンネルと外部 
DIチャンネルを一致させないと動作しません。
ル、モジュレーション・ホイールも同様です。

ティンバーで使用されているプログラムのパ
 Select]スイッチによって右側のエディット・
ディットできます。 

ンバー・インジケーター）
ピッチベンド・ホイール等の操作や外部 MIDIデ
ルによって MIDIメッセージを受信すると、対応
に設定されたティンバーのナンバーが点灯しま
イム・メッセージを受信しても点灯しません。 

............................................... [OFF, ON]

 

だけが発音します。 

............................................... [OFF, ON]

 

ンバーは発音しません。 

............................................... [OFF, ON]
トのオン、オフを切り替えます。 

ート・エフェクトがバイパスされます。 

ート・エフェクトがオンになります。
Timbre Parameter
各ティンバーで使用するプログラムと各ティンバーの出力レベル、
パン、出力先等を設定します。 

Timbre Select..............................................................[1…8]
ティンバーを選択します。パラメーターの両端に表示されるバーや
ティンバーのナンバーをクリックして選択します。
画面上のキーボードをクリックして発音させたときやピッチベン
ド・ホイール、モジュレーション・ホイールをドラッグしたときは、
ここで選択しているティンバーの MIDI チャンネルで MIDI メッ
セージを送信します。外部 MIDIデバイスからコントロールすると

きは、ここで選択し
MIDIデバイスの MI
ピッチベンド・ホイー

また、ここで選択した
ラメーターが、 [Page
エリアに表示され、エ

MIDI Indicator（ティ
画面上のキーボード、
バイスからコントロー
する MIDI チャンネル
す。ただし、リアルタ

SOLO....................
ONにしたティンバー

MUTE....................
ONになっているティ

IFX........................
インサート・エフェク

OFF(消灯） :  インサ

ON（点灯） :  インサ

Timbre Select

 MIDI Indicator  Menu Commands
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ードにコピーされているデータは、ブラウザ上
上でペーストが可能です。また、 M1ソフトウェ
イザーを複数立ち上げたときに、どの M1にも
能になります。 

ているプログラムの設定を消去し、ティンバーの設
初期化したティンバーは、プログラムを使用してい
音しなくなります。また、初期化すると、ＣＰＵ
ができるので、使用しないティンバーに対しては、
することをおすすめします。 

しているプログラムとティンバーの設定を初期
ター 1には、マルチサウンドのカード 1–00番
初めから音色を作成したいときに、このコマン

出力先（ “OUT”）と MIDIチャンネル（ “MIDI
化されません。 

ce
ラメーターの設定（ ☞  27ページ「 PERFORMANCE
ラムに適用します。実行すると、パフォーマンス・
は 0にリセットされます。
Menu Commands
“IFX”の右側にある “▼ ”をクリックして表示されるメニューから
コマンドを選択して実行します。  

Load
プログラムを選択します。 
[BROWSER] スイッチをクリックしたときと同様に、ブラウザが
表示されます（ ☞  18ページ「ブラウザ機能」）。 

Write
作成またはエディットしたプログラム・データを M1 ソフトウェ
ア・シンセサイザーの内部メモリーにライト（記憶）します。（ ☞ 
70ページ「内部メモリーへのライト」） 

Search Similar Program
選択しているプログラムと同じ設定の楽器の種類やサウンド・キャ
ラクターの検索内容でブラウザが表示されます。選択しているサウ
ンドに類似したものを選ぶときに有効です（  ☞  18 ページ「ブラウ
ザ機能」）。 

Copy
選択しているプログラムの設定をクリップ・ボードにコピーしま
す。

内部メモリーにライトされない設定はコピーされません。 

Paste
クリップ・ボードにコピーされているプログラムの設定をペーストし
ます。ペースト実行時、コピーされていない設定は初期化されます。

クリップ・ボ
やティンバー
ア・シンセサ
ペーストが可

Clear
ティンバーで使用し
定を初期化します。
ない状態になり、発
の負荷を抑えること
このコマンドを実行

Initialize
ティンバーで使用
化します。オシレー
がロードされます。
ドを実行します。

ティンバーの
Ch”）は初期

Apply Performan
パフォーマンス・パ
ページ」）をプログ
パラメーターの設定
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 CD ............................... [–, 1+2…15+16]
を選択します。

るプログラムのオシレーター・モード（ ☞  37
E」）が DRUMSのときは、 OUT AB と OUT
に出力先を選択します。

ン版では、 1+2、 3+4 以外に設定すると出力
PROGRAM Select................................................ [BROWSER]
ティンバーで使用するプログラムを選択します。 
Menu Commandsの “Load”や [BROWSER]スイッチをクリッ
クして表示されるブラウザで選択します（ ☞  18 ページ「ブラウザ
機能」）。また、名前をクリックして、ドラッグまたはコンピュー
ターの上下左右カーソル・キーを操作すると、プログラムが切り替
わります。このときは、選択されているプログラムに設定されてい
る楽器の種類やサウンド・キャラクターとは無関係にカードごとに
切り替わります。

プログラムを選択すると、 “IFX”（ ☞  24 ページ「 IFX」）は
自動的にオンになります。 

LEVEL ..................................................................... [00…99]
各ティンバーの出力レベルを設定します。 

PAN.......................................................... [L50…C00…R50]
各ティンバーのパンを設定します。

ティンバーで使用されるプログラムのオシレーター・モード
（ ☞  37ページ「 OSC MODE」）が DRUMSのときは、ここ
の “PAN”は表示されません。 OSCページの DRUMKIT EDIT
セクションでの “PAN”（ ☞ p.42）で各キーごとにパンを設
定します。 

OUT/OUT AB, OUT
各ティンバーの出力先

ティンバーで使用され
ページ「 OSC MOD
CDのそれぞれのバス

スタンドアロー
されません。
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ッチをクリックすると表示されます。 

値の表示は変化しません。ライト、コピーまたは 
用されます。
 

PERFORMANCEページ
各ティンバーで使用しているプログラム・パラメーターを調整します。 [PERFORMANCE]スイ

PERFORMANCE ページのパラメーターを調整しても、プログラム・パラメーターの
Apply Performanceを実行したときに、調整した値がプログラムのパラメーターに適
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................................... [–50…+00…+50]
調整します。

 MODE” が DOUBLE のときは、 OSC1 と 
を調整します。調整した値が OSC1の “OSC
 OSC2の “OSC LEVEL”に減算されます。  

................................... [–50…+00…+50]

 

調整します。調整した値が VDF1、 VDF2 の 
加算されます。 

 “RESONANCE Switch”（ ☞ p.37）が OFF
、音色に反映されません。 

................................... [–50…+00…+50]

 

波数を調整します。調整した値が VDF1、 VDF2
されます。 

................................... [–50…+00…+50]

 

調整します。調整した値が VDF1、 VDF2 の 
ます。
TABLE................................................................... [OFF, ON]
パラメーターの表示を切り替えます。 

OFF:

 

 選択されているティンバーのパラメーターがクローズアップ
で表示されます。 

ON: 

 

8つのティンバーのパラメーターが表示されます。  

LINK .................................................................... [OFF, ON]
ティンバーのプログラムをまとめて調整します。
ティンバーごとの [LINK] スイッチをクリックします。
また、 [TABLE]スイッチの下にある [ALL LINK ON]と [ALL LINK
OFF] スイッチを使用すると、ティンバーすべてのリンクをオン、
オフできます。 

ON (ALL LINK ON)................................................ [OFF, ON]
クリックして “ALL LINK ON” をオンにすると、すべてのティン
バーの “LINK” がオンになります。もう一度クリックすると、 “ALL
LINK ON” をオンにする前の状態に戻ります。 

OFF (ALL LINK OFF) .............................................. [OFF, ON]
クリックして “ALL LINK OFF”をオンにすると、すべてのティン
バーの “LINK” がオフになります。もう一度クリックすると、 “ALL
LINK OFF”をオンにする前の状態に戻ります。 

OSC

 

BALANCE..............
オシレーターの音量を
プログラムの “OSC
OSC2の音量バランス
LEVEL”に加算され、

VDF
RESONANCE.........
VDF のレゾナンスを
“RESONANCE”に

OSCページの
になっていると

CUTOFF ................
VDFのカットオフ周
の “CUTOFF”に加算

EG INT..................
VDFの “EG INT” を
“EG INT”に加算され
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ロール・チェンジ・メッセージ
ついて 

ページの 8 つのパラメーターは、 CC#（ MIDI
ンジ・メッセージ）をアサインでき、外部から 
ールが可能です。また CC# は、外部 MIDI デ
自動的にアサインすることもできます（ Learn

、 KORGロゴ・メニューの “Save Controller
ーターに保存することができます。

保存したアサイン設定のファイルは、 KORG ロ
oad Controller Map...” でコンピューターから
きます。

デバイスからパラメーターをコントロールしている
K”の設定は無効になり、エディット対象になって
ムのみコントロールできます。また、 M1 ソフト
セサイザーをプラグインとして使用したときのホス
ーションのオートメーション再生時も同様です。
VDF&VDA EG
ATTACK TIME.............................................[–50…+00…+50]
VDF と VDA のアタック・タイムを調整します。調整した値が各 
EG の “Attack Time”に加算されます。 

DECAY TIME ..............................................[–50…+00…+50]

 

VDF と VDA のディケイ・タイムを調整します。調整した値が各 
EG の “Decay Time”に加算されます。 

RELEASE TIME ...........................................[–50…+00…+50]

 

VDF と VDA のリリース・タイムを調整します。調整した値が各 
EG の “Release Time”に加算されます。 

INSERT FX

 

IFX BALANCE ............................................[–50…+00…+50]
インサート・エフェクトのエフェクト音とダイレクト音のバランス
を調整します。  調整した値が各エフェクトの “DRY/WET” に加算
されます。複合エフェクト（ Delay/Hall ～ Delay/Tremolo）が選
ばれているときも 2 つの “DRY/WET”に加算されます。 

MIDIコント
のアサインに
PERFORMANCE
コントロール・チェ
MIDI でのコントロ
バイスから受信して
モード）。

アサインした設定は
Map...”でコンピュ

コンピューターに
ゴ・メニューの “L
ロードすることがで

外部 MIDI
ときは、 “LIN
いるプログラ
ウェア・シン
ト・アプリケ
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ノブへの CC#のアサイン方法 
1. ノブを右クリック（ Mac: [Control] キー＋クリック）します。

ポップアップ・メニューが表示されます。 
2. メイン・メニューで “Control Change”、サブ・メニューで 

“CC#”を選択します。
設定できる CC#は 01 ～ 95 です。 CC#00は BankSelectに
使用されるので設定できません。
アサインされた CC#は、各モード、各ティンバー（トラック）
で共通となります。同じ MIDI チャンネルのティンバー（ト
ラック）は、パラメーターが同時にコントロールされます。

メイン・メニューで “Learn” を選択すると、 CC#のアサイン
表示が点滅し、 Learnモードに入ります。この状態で接続して
いる外部 MIDI デバイスのコントローラーを操作すると、 M1
ソフトウェア・シンセサイザー側が CC#を受信して、ノブに
アサインされます。 Learn モードは、 CC# を受信するまで受
信待機状態を保持します。 Learnモードを中止する場合は、ノ
ブを右クリック（ Mac: [Control] キー＋クリック）してポッ
プアップ・メニューから “Cancel Learn Controller”を選択し
ます。

各ノブには、同じ CC# を重複して設定することはできませ
ん。後からアサインしたノブが優先されます。
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、ピッチを設定します。 [MIDI]スイッチをクリッ
 

MIDIページ
各ティンバーの MIDIチャンネル、 MIDIフィルター、キー・ゾーン、ベロシティ・ゾーン
クすると表示されます。



各モードのパラメーター 

32

  

) ............................................. [OFF, ON]
Iコントロール・チェンジを受信するかどうか
ない場合はオンにします。 

る。 
ない。 

............................................... [OFF, ON]
ータッチを受信するかどうかを設定します。
にします。 

る。 
ない。 

............................................... [OFF, ON]
ーを受信するかどうかを設定します。受信し
す。 

る。 
ない。  

................................... [–50…+00…+50]
を 1セント単位で調整します。  

................................... [–12…+00…+12]
を半音単位で調整します。
MIDI Ch

MIDI Ch ................................................................. [01…16]
各ティンバーの MIDIチャンネルを設定します。 

KEY ZONE

 

TOP .................................................................... [C–1…G9]

BOTTOM............................................................. [C–1…G9]
各ティンバーのキー・ゾーンを設定します。

値をダブルクリックすると、接続した外部 MIDI機器の鍵盤
からキーを入力でき、コンピューターの [Enter] キーで確定
します。 

VELOCITY ZONE

 

TOP ................................................................... [001…127]

BOTTOM............................................................[001…127]
各ティンバーのベロシティ・ゾーンを設定します。 

MIDI FILTER

 

PC (Program Change) ........................................... [OFF, ON]
各ティンバーが MIDIプログラム・チェンジを受信するかどうかを
設定します。受信しない場合はオンにします。 

OFF（消灯） : 受信する。 

ON（点灯） :  受信しない。 

CC (Control Change
各ティンバーが MID
を設定します。受信し

OFF（消灯） : 受信す
ON（点灯） :  受信し

AT (After Touch) .....
各ティンバーがアフタ
受信しない場合はオン

OFF（消灯） : 受信す
ON（点灯） :  受信し

DMP (Damper) ......
各ティンバーがダンパ
ない場合はオンにしま

OFF（消灯） : 受信す
ON（点灯） :  受信し

DETUNE

DETUNE ................
各ティンバーのピッチ

TRANSPOSE

TRANSPOSE..........
各ティンバーのピッチ
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します。 [MASTER FX] スイッチをクリックする
MASTER FXページ
コンビネーションで使用するマスター・エフェクト、マスター・エフェクトの出力先等を設定
と表示されます。
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ェクトのパラメーターについては、 CD-ROM
ジナルの M1取扱説明書 PDF を参照してく

DF 100ページ「 7. エフェクト・パラメーター」 

音のつぶをそろえてパンチを与えるエフェク
ノ、ドラムスなどで使用すると効果的です。 

........................................ [000…500ms]
します。 

................................................. [00…99]
を調節します。 

............................................. [000…100]
レベルを調節します。 

............................................. [000…100]
レベルを調節します。

WET / DRY

WET / DRY

Compressor

Compressor
OUT LEVEL

OUT LEVEL

Envelope - Control

Envelope - Control
MASTER FX
ROUTING TYPE........................................ [SERIAL, PARALLEL]
エフェクトのルーティングを選択します。 

FX 1/FX 2 ........................................................... [OFF, ON]
エフェクトのオン、オフ。 

PAN ON/OFF....................................................... [ON, OFF]
パンのオン、オフ。
オフにすると、信号は送られません。 

PAN.......................................................... [L50…C00…R50]

 

IN 3 と IN 4のパンを設定します。

スタンドアローン版では、ティンバーの出力（ “OUT” ☞ p.26）
を 1+2、 3+4以外に設定すると、そのティンバーの音色は出
力されません。 

FX 1/FX 2

 

EFFECT TYPE ...................[No Effect, Reverb…Delay/Tremolo]
エフェクト・タイプを選択します。 

Effect Parameter

 

“EFFECT TYPE” で選択したエフェクトのパラメーターを設定し
ます。
ここでは、 M1ソフトウェア・シンセサイザーで新たに追加になっ
たエフェクト・タイプ「 Compressor」のパラメーターのみを説明

します。その他エフ
に収録されているオリ
ださい。 

☞

 

 M1取扱説明書 P

Compressor
入力信号を圧縮して、
トです。ギター、ピア

ATTACK.................
アタックの強さを調節

SENSITIVITY ..........
コンプレッサーの感度

OUT LEVEL ............
コンプレッサーの出力

EQ TRIM................
イコライザーへの入力

Left

Right
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PRE LEQ................................................ [–15…+00…+15dB]
低域イコライザーのゲインを調節します。  

PRE HEQ............................................... [–15…+00…+15dB]
高域イコライザーのゲインを調節します。  

DRY/WET ......................................... [DRY, 001…099, WET]
エフェクト音とダイレクト音のバランスを調節します。  

MIDIコントロール・チェンジ・メッセージによる Rotary 
Speaker ロータリー・スピードのコントロール
インサート・エフェクトまたはマスター・エフェクトで Rotary
Speaker を使用しているとき、 MIDI コントロール・チェンジ・
メッセージでロータリー・スピードをコントロールすることができ
ます。
マスター・エフェクトでは、外部 MIDI デバイスからグローバル 
MIDI チャンネル（ ☞  67 ページ「 MIDI CHANNEL」）で CC#76
（ Vibrato Rate）の 64～ 127 を送信するとロータリー・スピード
が Fastに切り替わり、 00～ 63を送信すると Slowに切り替わり
ます。
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れます。
。

EASYページ
プログラムの主要なパラメーターをエディットします。 [EASY]スイッチをクリックすると表示さ
このページで表示されないパラメーターについては、 OSC～ INSERT FXページで設定します
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どちらを前面に表示するかを設定します。 

.................................................... [00…99]
を設定します。グラフィックの各ポイントをド

.................................................... [00…99]
ます。グラフィックの各ポイントをドラッグし

itch.............................................. [OFF, ON]
オフ。  

SONANCE Switch」 

.................................................... [00…99]

 

果の深さを設定します。 

.................................................... [00…99]

 

果の深さを設定します。
OSC
OSC MODE................................. [SINGLE, DOUBLE, DRUMS]
オシレーター・モードを選択します。  

MULTISOUND 1/MULTISOUND 2/DRUM KIT ....... [BROWSER]
マルチサウンド、ドラムキットを選択します。  
[BROWSER]スイッチをクリックして表示されるブラウザ（ ☞  18
ページ「ブラウザ機能」）、上下ドラッグ、またはクリック（キー・
フォーカス）してコンピューターの上下左右カーソル・キーで選択
します。 

LEVEL..................................................................... [00…99]
オシレーターの出力レベルを設定します。  

LINK EDIT..............................................................[OFF, ON]

 

OFF: 

 

VDF、 VDF EG、 VDA EGのパラメーターを 1と 2で別々に
設定します。 

ON: 

 

VDF、 VDF EG、 VDA EGのパラメーターが 1と 2で同期し
ます。 

“LINK EDIT”の設定は、 OSC～ VDAページでは無効とな
ります。 

SELECT.................................................... [SELECT1, SELECT2]

 

VDF Select、 VDF EG Select、 VDA EG Selectを一括で切り替
えます。 

SELECT1:

 

 VDF1、 VDF EG1、 VDA EG1 に切り替わります。 

SELECT2:

 

 VDF2、 VDF EG2、 VDA EG2 に切り替わります。 

VDF

 

VDF SELECT

 

VDF1と VDF2の

CUTOFF .............
カットオフ周波数
ラッグします。 

RESONANCE .....
レゾナンスを設定し
ます。 

RESONANCE Sw
レゾナンスのオン、

☞ 45ページ「 RE

EG INT 1 ...........
VDF EG1による効

EG INT 2............
VDF EG2による効
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フェクトに Delay/Hall などの複合エフェクト
に、 Delayと Hallのそれぞれの “DRY/WET”
きは、ここでは Delayの値が表示されます。

エフェクトに複合エフェクト（ Delay/Hall、 
など）を選択した場合、 EASYページの “DRY/
ィットすると、 2 つのエフェクトの “DRY/
れ同じ値に設定されます。
VDF EG
VDF EG SELECT
VDF EG1 と VDF EG2のどちらを前面に表示するかを設定します。 

VDF EG

 

VDF EG を設定します。グラフィカル・エンベロープの各ポイント
をドラッグします。（ ☞  11ページ「グラフィカル・エンベロープ」） 

VDA EG

 

VDA EG SELECT

 

VDA EG1と VDA EG2のどちらを前面に表示するかを設定します。 

VDA EG

 

VDA EG を設定します。グラフィカル・エンベロープの各ポイント
をドラッグします。（ ☞  11ページ「グラフィカル・エンベロープ」） 

INSERT FX

 

FX1/FX2.............................................................. [OFF, ON]
各インサート・エフェクトのオン、オフを設定します。 

FX1/FX2 EFFECT TYPE.....[No Effect, Reverb…Delay/Tremolo]
各インサート・エフェクトのエフェクト・タイプを選択します。 

FX1/FX2 DRY/WET ........................... [DRY, 001…099, WET]
エフェクト・レベルを設定します。

インサート・エ
を使用したとき
が異なる値のと

インサート・
Delay/Chorus
WET” をエデ
WET”がそれぞ
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OSCページ
プログラムのオシレーターを設定します。  [OSC]スイッチをクリックすると表示されます。



各モードのパラメーター 

40

   

............................................. [4’, 8’, 16’]
ーブを選択します。 

ープを設定します。  グラフィカル・エンベロー
ッグします。（ ☞  11 ページ「グラフィカル・

.................................... [-99…+00…+99]
の効果の深さを設定します。 

.................................... [-99…+00…+99]
の速さを設定します。  

............................................. [–12…+12]
るオシレーター 2のピッチを半音単位で設定

............................................. [–50…+50]
るオシレーター 2のピッチをセント単位で設

................................................. [00…99]
レーター 2が発音するまでの時間を設定します。

は OSC1と同様です。
OSC BASIC
☞ M1 取扱説明書 PDF 44ページ「 OSC BASIC」 

OSC MODE ................................. [SINGLE, DOUBLE, DRUMS]
オシレーター・モードを選択します。 

ASSIGN ....................................................... [MONO, POLY]
発音するボイス数を設定します。 

MONO:

 

 モノフォニックで発音。 

POLY:

 

 ポリフォニックで発音。 

HOLD...................................................... [DISABLE, ENABLE]

 

DISABLE:

 

 VDA の設定に従って発音します。 

ENABLE:

 

 鍵盤を離しても発音を続けます。 

OSC1

 

☞

 

 M1 取扱説明書 PDF 44ページ「 F0-2: OSC1」 

MULTISOUND 1.................................................. [BROWSER]
マルチサウンドを選択します。 
[BROWSER]スイッチをクリックして表示されるブラウザ（ ☞  18ペー
ジ「ブラウザ機能」）、上下ドラッグ、またはクリック（キー・フォーカ
ス）してコンピューターの上下左右カーソル・キーで選択します。 

OSC LEVEL .............................................................[00…99]
オシレーターの出力レベルを設定します。 

OCTAVE ................
オシレーターのオクタ

PITCH EG 
ピッチ EGのエンベロ
プの各ポイントをドラ
エンベロープ」） 

VEL SENS 

EG INT..................
ベロシティによる EG

EG TIME ................
ベロシティによる EG

OSC2
INTERVAL ..............
オシレーター 1に対す
します。 

DETUNE ................
オシレーター 1に対す
定します。 

DELAY START .........
ノート・オンからオシ

その他のパラメーター
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.................................................... [00…99]
レベルを設定します。 

................................................ [4’, 8’, 16’]
ターブを選択します。 

ロープを設定します。  グラフィカル・エンベロー
ラッグします。（ ☞  11ページ「グラフィカル・

 PDF 46ページ「 F1-1: OSC1 PITCH EG」 

....................................... [–99…+00…+99]
EGの効果の深さを設定します。 

....................................... [–99…+00…+99]
EGの速さを設定します。  

.................................. [000: C-1…127: G9]
トを選択します。 

................................................ [BROWSER]
択します。 
チをクリックして表示されるブラウザ（ ☞  18ペー
、上下ドラッグ、またはクリック（キー・フォーカ
ターの上下左右カーソル・キーで選択します。
Drum Parameters
“OSC MODE” が DRUMSのときに表示されます。 

DRUMS

 

DRUM KIT SELECT ............................................... [BROWSER]
ドラムキットを選択します。 
[BROWSER]スイッチをクリックして表示されるブラウザ（ ☞  18ペー
ジ「ブラウザ機能」）、上下ドラッグ、またはクリック（キー・フォーカ
ス）してコンピューターの上下左右カーソル・キーで選択します。 

OSC LEVEL .........
オシレーターの出力

OCTAVE .............
オシレーターのオク

PITCH EG 
ピッチ EGのエンベ
プの各ポイントをド
エンベロープ」） 

☞

 

 M1取扱説明書

VEL SENS 

EG INT...............
ベロシティによる 

EG TIME.............
ベロシティによる 

DRUM KIT EDIT

INDEX KEY ........
エディットするノー

DRUM SOUND...
ドラムサウンドを選
[BROWSER]スイッ
ジ「ブラウザ機能」）
ス）してコンピュー
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.................................. [DISABLE, ENABLE]
るかしないかを設定します。  

い。  

 

.................................. [DISABLE, ENABLE]
るかしないかを設定します。  

い。  

  

レーターのピッチに対してモジュレーション

DF 52 ページ「 F6-1: PICH MG」 

MS ............................ [DISABLE, ENABLE]
けるオシレーターを選択します。 

.....................................[SIN…RANDOM]

 

ン・ジェネレーター）の波形を選択します。 

.................................. [DISABLE, ENABLE]

 

ンするたびに MG（モジュレーション・ジェ
リセットされます。 

................................................. [00…99]
果の深さを設定します。
KBD CHASE.......................................................... [OFF, ON]

ON: ノート・オンを受信したキーのインデックス情報を表示します。 

IFX BUS.............................................................. [A+B, C+D]
インサート・エフェクトへのバスを選択します。 

CUTOFF ..................................................... [–99…+00…99]

 

VDFの CUTOFFに相対的に作用します。 

RESONANCE.............................................. [–99…+00…99]

 

VDFの RESONANCEに相対的に作用します。 

PAN.......................................................... [L50…C00…R50]
各ドラムサウンドのパンを設定します。 

INST TUNE ..................................................... [–120…+120]
各ドラムサウンドのピッチを 10セント単位、± 1オクターブの範
囲で設定します。 

INST LEVEL ......................................................... [–99…+99]
各ドラムサウンドの音量レベルを設定します。 OSC の “OSC
LEVEL”に相対的に作用します。 

INST DECAY ....................................................... [–99…+99]
各ドラムサウンドのディケイ・タイムを設定します。 VDA EG の
ディケイ・タイムに相対的に作用します。 

DRUM GROUP............................................ [OFF, 001…127]
設定した番号が一致するインデックスでは、降着優先で発音します。 

NOTE ON RECEIVE
ノート・オンを受信す

DISABLE: 受信しな

ENABLE: 受信する。

NOTE OFF RECEIVE
ノート・オフを受信す

DISABLE: 受信しな

ENABLE: 受信する。

PITCH MG
PITCH MG は、オシ
をかけます。 

☞

 

 M1取扱説明書 P

OSC 1/OSC 2/DRU
モジュレーションをか

WAVEFORM ..........
MG（モジュレーショ

KEY SYNC.............
ENABLE:ノート・オ
ネレーター）の位相が

INTENSITY.............
モジュレーションの効
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/16（ �）で
とき、   �（ 1拍で 4周期）。

とき、   �（ 1拍で 2 周期）。

とき、   �（ 1拍で 1 周期）。
DELAY.................................................................... [00…99]
ノート・オンからモジュレーションがかかるまでの時間を設定します。 

TEMPO SYNC.......................................... [DISABLE, ENABLE]

 

ENABLE:

 

 “BASE NOTE”と組み合わせて MGの周期を設定します。 

DISABLE:

 

 MGの周波数を調節します。

環境設定－ MIDIの設定ダイアログの “クロック・マスター ”で 
MIDIデバイスを選択している場合は、その MIDIデバイスから
の MIDI クロックに同期します。プラグインとして使用している
ときは、ホスト・アプリケーションのテンポに同期します。 

FREQ/TIMES ...............................................[00…99/16…1]

 

“TEMPO SYNC”が ENABLEのときは、 “BASE NOTE”と組み
合わせて MGの周期を設定します。  “TEMPO SYNC”が DISABLE
ときは、 MG の周波数を調節します。 

BASE NOTE...................................................... [1/1…1/32]

 

“TEMPO SYNC”ENABLE 時に、同期しているテンポに対して 
“BASE NOTE” で選んだ音符を “FREQ/TIMES” で設定する 
“TIMES” の数だけ並べた長さを MGの一周期として設定します。 
“TEMPO SYNC”DISABLE時は、無効になります。 

“BASE NOTE”: 1/4（ �  ）で
･ “TIMES”: 1のとき、   �   （ 1拍で 1周期）。

･ “TIMES”: 2のとき、  �（ 2拍で 1周期）。

･ “TIMES”: 4のとき、   �（ 4拍で 1周期）。 

“BASE NOTE”: 1

･ “TIMES”:  1の

･ “TIMES”: 2の

･ “TIMES”: 4の
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VDFページ
プログラムの VDFを設定します。 [VDF]スイッチをクリックすると表示されます。
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 PDF 48ページ「 F2-3: VDF1 VEL SENS」 

....................................... [–99…+00…+99]

.................................................... [00…99]

  

C1」 

, D, S, R ......................................... [+, x, –]

 

 Attack Time）、 D（ Decay Time）、 S（ Slope
ase Time）に対してベロシティを有効にするか
。   

 PDF 49ページ「 F2-4: VDF1 KBD TRK」 

....................................... [–99…+00…+99]
クによるカットオフ周波数の変化の深さを設定

.................................................... [00…99]
クによる VDF EGの速さを設定します。  

, D, S, R ......................................... [+, x, –]

 

 Attack Time）、 D（ Decay Time）、 S（ Slope
ase Time）に対してキーボード・トラックを有
設定します。
 
VDF1
CUTOFF ................................................................. [00…99]
カットオフ周波数を設定します。  

RESONANCE Switch ..............................................[OFF, ON]
レゾナンスのオン、オフを切り替えます。  
ONと OFFでは、 CUTOFFの特性が異なります。 OFFのときにオ
リジナルの M1の CUTOFF特性になります。 

M1ソフトウェア・シンセサイザーでは、オリジナルの M1にはなかっ
た「 RESONANCE」を新機能として追加しました。オリジナルの M1
のプリセット・サウンドを完全に再現するために、通常 “RESONANCE
Switch”は OFF に設定されています。 OFFでは、オリジナルの M1
のフィルター特性を忠実に再現しています。レゾナンスを有効にする場
合には “RESONANCE Switch”を ONにします。 

RESONANCE.......................................................... [00…99]
カットオフ周波数周辺の帯域を強調します。  

EG INT................................................................... [00…99]

 

VDF 1 EG による音色変化の深さを設定します。 

☞

 

 M1取扱説明書 PDF 47ページ「 F2-1: VDF1」 

VDF 1 EG

 

VDF1 EGのエンベロープを設定します。グラフィカル・エンベロー
プの各ポイントをドラッグします。（ ☞  11ページ「グラフィカル・
エンベロープ」） 

☞

 
 M1取扱説明書 PDF 47ページ「 F2-2: VDF1 EG」 

VEL SENS

 

☞

 

 M1取扱説明書

EG INT...............

EG TIME.............

☞ 40ページ「 OS

TIME POLARITY A
VDF 1 EG の A（
Time）、 R（ Rele
どうかを設定します

KBD TRK

☞ M1取扱説明書

CUTOFF .............
キーボード・トラッ
します。 

EG TIME.............
キーボード・トラッ

TIME POLARITY A
VDF 1 EG の A（
Time）、 R（ Rele
効にするかどうかを
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CENTER KEY......................................................... [C-1…G9]
キーボード・トラックの基準になるキー（ノート）を設定します。

値をダブルクリックすると、接続した外部 MIDI機器の鍵盤
からキーを入力でき、コンピューターの [Enter] キーで確定
します。 

VDF MG

 

VDF MG は、 VDF に対してモジュレーションをかけます。パラ
メーターの内容は、 OSC ページの PITCH MGと同様です。 

☞

 

 42ページ「 PITCH MG」 

VDF 2

 

VDF1と同様です。 ☞  45ページ「 VDF1」
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VDAページ
プログラムの VDAを設定します。 [VDA]スイッチをクリックすると表示されます。
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D, S, R .........................................[+, x, –]
ttack Time）、 D（ Decay Time）、 S（ Slope
e Time）に対してキーボード・トラックを有
定します。 

............................................... [C-1…G9]
の基準になるキー（ノート）を設定します。

ックすると、接続した外部 MIDI 機器の鍵盤
でき、コンピューターの [Enter] キーで確定

に対してモジュレーションをかけます。パラ
SCページの PITCH MGと同様です。  

H MG」  
VDA1 

VDA1 EG
VDA1 EG のエンベロープを設定します。グラフィカル・エンベ
ロープの各ポイントをドラッグします。（ ☞  11ページ「グラフィカ
ル・エンベロープ」） 

☞

 

 M1 取扱説明書 PDF 50ページ「 F4-1: VDA1 EG」 

VEL SENS

 

☞

 

 M1 取扱説明書 PDF 50ページ「 F4-1: VDA1 VEL SENS」 

EG INT ..................................................... [–99…+00…+99]

EG TIME ................................................................. [00…99]

 

☞

 

 40ページ「 OSC1」 

TIME POLARITY A, D, S, R ........................................ [+, x, –]

 

☞

 

 45ページ「 TIME POLARITY A, D, S, R」 

KBD TRK

 

☞

 

 M1 取扱説明書 PDF 51ページ「 F4-3: VDA1 KBD TRK」 

AMPLITUDE .............................................. [–99…+00…+99]
キーボード・トラックによる音量変化の深さを設定します。 

EG TIME ................................................................. [00…99]
キーボード・トラックによる VDA EGの速さを設定します。 

TIME POLARITY A, 

 

VDA 1 EG の A（ A
Time）、 R（ Releas
効にするかどうかを設

CENTER KEY..........
キーボード・トラック

値をダブルクリ
からキーを入力
します。 

VDA MG

 

VDA MG は、 VDA
メーターの内容は、 O

☞ 42ページ「 PITC

VDA 2
VDA1と同様です。
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NTROL] スイッチをクリックすると表示されます。
 

CONTROLページ
アフタータッチと外部コントローラーによる音色やピッチの変化について設定します。  [CO
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AFTER TOUCH
☞ M1 取扱説明書 PDF 5

PITCH.........................
アフタータッチによる音

PITCH MG ..................
アフタータッチによる PI

CUTOFF VDF ..............
アフタータッチによるカ

VDF MG.....................
アフタータッチによる VD

VDA AMPLITUDE ........
アフタータッチによる VD

VDA MG ....................
アフタータッチによる VD

CONTROLLER
☞ M1 取扱説明書 PDF 5

PITCHBEND ................
外部コントローラーによ

D Switch”の設定に
ます（ ☞  67 ページ

. [–99…+00…+99]
周波数の変化を設定

............... [00…99]
の深さを設定します。  

...................[0…3]
さを OSC ページの 
す。 
よって、 PITCH MG
す。 

............... [00…99]
深さを設定します。 

................... [0…3]
さを VDF ページの 
す。 
て、 VDF MG FREQ

............... [00…99]
深さを設定します。
メーター    

3ページ「 F7-1: AFTER TOUCH」 

.............................. [–12…+00…+12]
程の変化量を設定します。 

............................................[00…99]
TCH MGの効果の深さを設定します。 

.............................. [–99…+00…+99]
ットオフ周波数の変化を設定します。 

............................................ [00…99]
F MGの効果の深さを設定します。 

.............................. [–99…+00…+99]
Aの音量変化を設定します。 

............................................[00…99]
A MGの効果の深さを設定します。   

4ページ「 F7-2: JOY STICK」 

............................. [–12…+00…+12]
るピッチ・ベンド・レンジを設定します。 

Globalモードの “GLOBAL PITCHBEN
よっては、ここでの設定は無効になり
「 GLOBAL PITCHBEND」）。 

VDF SWEEP INT.......................................
外部コントローラーによる VDF のカットオフ
します。 

PITCH MG INT .........................................
外部コントローラーによる PITCH MGの効果

PITCH MG FREQ/PITCH MG TIMES ...........
外部コントローラーによる PITCH MG の速
“FREQ/TIMES” の値に対して倍率で設定しま
OSC ページの “TEMPO SYNC” の設定に
FREQと PITCH MG TMESが切り替わりま

VDF MG INT............................................
外部コントローラーによる VDF MGの効果の

VDF MG FREQ/VDF MG TIMES.................
外部コントローラーによる VDF MG の速
“FREQ/TIMES” の値に対して倍率で設定しま
VDFページの “TEMPO SYNC”の設定によっ
と VDF MG TMESが切り替わります。 

VDA MG INT ...........................................
外部コントローラーによる VDA MGの効果の
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VDA MG FREQ/VDA MG TMES ................................... [0…3]
外部コントローラーによる VDA MG の速さを VDA ページの 
“FREQ/TIMES”の値に対して倍率で設定します。 
VDAページの “TEMPO SYNC”の設定によって、 VDA MG FREQ
と VDA MG TMESが切り替わります。
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クリックすると表示されます。
INSERT FXページ
プログラムのインサート・エフェクトと、その出力先等を設定します。 [INSERT FX]スイッチを
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....................................... [L50…C00…R50]
GLE、 DOUBLEのときは、 Aと B のパンを設定
が DRUMSのときは、 Cと Dのパンを設定します。 

........................................ [–, 1+2…15+16]
力先を選択します。ティンバー・パラメーターの 
います。（ ☞  26ページ「 OUT/OUT AB, OUT CD」）  

............ [No Effect, Reverb…Delay/Tremolo]
を選択します。  

で選択したエフェクトのパラメーターを設定し

シンセサイザーで追加になったエフェクトにつ
「 Effect Parameter」を参照してください。
・パラメーターについては、 CD-ROM に収録
ルの M1取扱説明書 PDFを参照してください。  

 PDF 100 ページ「 7. エフェクト・パラメーター」 

ル・チェンジ・メッセージによる Rotary 
リー・スピードのコントロール 

ントロール・チェンジ・メッセージによる Rotary
・スピードのコントロール」を参照してください。
クトでは、外部 MIDIデバイスからティンバー
（  ☞  32 ページ「 MIDI Ch」）で CC#76（ Vibrato
7を送信するとロータリー・スピードが Fastに
 63を送信すると Slowに切り替わります。
INSERT FX
☞ M1取扱説明書 PDF 100ページ「 7. エフェクト・パラメーター」 

IFX ....................................................................... [OFF, ON]
インサート・エフェクトのオン、オフを切り替えます。 Timbre
Parameterの “IFX”とリンクしています。 

OFF（消灯） :  インサート・エフェクトがバイパスされます。 

ON（点灯） :  インサート・エフェクトがオンになります。 

ROUTING TYPE ....................................... [SERIAL, PARALLEL]
インサート・エフェクトのルーティングを選択します。  

“OSC MODE”（ ☞ p.40）が SINGLE、 DOUBLE時と DRUMS
時ではインサート・エフェクトへのバスの数が異なります。 
“OSC MODE”が DRUMS のときは、ステレオが 2系統あ
り、それ以外のモードだと 1系統です。これによりエフェク
トのルーティングが変わります。 
“OSC MODE” が SINGLE、 DOUBLE のときは、 FX1 と 
FX2の間に PANが配置されます。 

FX 1/FX 2.............................................................[OFF, ON]
インサート・エフェクトのオン、オフ。 

PAN ON/OFF .......................................................[OFF, ON]
パンのオン、オフ。
オフにすると、信号は送られません。  

DRUMSモードで PAN をオフにしていると、 OSC MODE
を変えたときに音が出なくなります。 

PAN ..................

 

OSC Mode が SIN
します。 OSC Mode

OUT ..................
各ティンバーへの出
“OUT”とリンクして

FX 1/FX 2
EFFECT TYPE.......
エフェクト・タイプ

Effect Parameter
“EFFECT TYPE”
ます。 
M1ソフトウェア・
いては、 34ページ
その他のエフェクト
されているオリジナ

☞ M1取扱説明書

MIDIコントロー
Speaker ロータ
35ページ「 MIDIコ
Speaker ロータリー
インサート・エフェ
の MIDIチャンネル
Rate）の 64～ 12
切り替わり、 00～
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すると Multiモードに入ります。
Multiモード  

8パートのマルチ・ティンバー音源として使用するモードです。 [MULTI]スイッチをクリック
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トラックの MIDIチャンネルと外部 MIDIデバ
ネルを一致させないと動作しません。ピッチベ
ジュレーション・ホイールも同様です。

たトラックで使用されているプログラムのパラ
e Select] スイッチによって右側のエディット・
エディットできます。 

ラック・インジケーター）
、ピッチベンド・ホイール等の操作や外部 MIDI
ロールによって MIDIメッセージを受信すると、
ャンネルに設定されたトラックのナンバーが点灯
アルタイム・メッセージを受信しても点灯しま

................................................... [OFF, ON]
だけが発音します。 

................................................... [OFF, ON]

 

ラックは発音しません。 

................................................... [OFF, ON]
クトのオン、オフを切り替えます。 

サート・エフェクトがバイパスされます。 

サート・エフェクトがオンになります。
Track Parameter
各トラックで使用するプログラムと各トラックの出力レベル、パ
ン、出力先等を設定します。 

Track Select................................................................ [1…8]
トラックを選択します。パラメーターの両端に表示されるバーやト
ラック・ナンバーをクリックして選択します。

画面上のキーボードをクリックして発音させたときやピッチベン
ド・ホイール、モジュレーション・ホイールをドラッグしたときは、
ここで選択しているトラックの MIDIチャンネルで MIDIメッセー
ジを送信します。外部 MIDIデバイスからコントロールするときは、

ここで選択している
イスの MIDIチャン
ンド・ホイール、モ

また、ここで選択し
メーターが、 [Pag
エリアに表示され、

MIDI Indicator（ト
画面上のキーボード
デバイスからコント
対応する MIDI チ
します。ただし、リ
せん。 

SOLO ................

 

ONにしたトラック

MUTE.................
ONになっているト

IFX ....................
インサート・エフェ

OFF（消灯） :  イン

ON（点灯） :  イン

Track Select

 MIDI Indicator  Menu Commands
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ドにコピーされているデータは、ブラウザ上
ペーストが可能です。また、 M1 ソフトウェ
ザーを複数立ち上げたときに、どの M1 にも
になります。 

るプログラムの設定を消去し、トラックの設
期化したトラックは、プログラムを使用して
発音しなくなります。また、初期化すると、
ることができるので、使用しないトラックに対
を実行することをおすすめします。 

いるプログラムとトラックの設定を初期化し
1 には、マルチサウンドのカード 1–00 番が
から音色を作成したいときに、このコマンド

先（ “OUT”）と MIDI チャンネル（ “MIDI
されません。 

ーターの設定（ ☞  27ページ「 PERFORMANCE
ムに適用します。実行すると、パフォーマンス・
 0にリセットされます。
Menu Commands
“IFX”の右側にある “▼ ”をクリックして表示されるメニューから
コマンドを選択して実行します。 

Load
プログラムを選択します。 
[BROWSER] スイッチをクリックしたときと同様に、ブラウザが
表示されます（ ☞  18ページ「ブラウザ機能」）。 

Write
作成またはエディットしたプログラム・データを M1 ソフトウェ
ア・シンセサイザーの内部メモリーにライト（記憶）します。（ ☞ 
70ページ「内部メモリーへのライト」） 

Search Similar Program
選択しているプログラムと同じ設定の楽器の種類やサウンド・キャ
ラクターの検索内容でブラウザが表示されます。選択しているサウ
ンドに類似したものを選ぶときに有効です（ ☞  18 ページ「ブラウ
ザ機能」）。 

Copy
選択しているプログラムの設定をクリップ・ボードにコピーします。

内部メモリーにライトされない設定はコピーされません。 

Paste
クリップ・ボードにコピーされているプログラムの設定をペーストし
ます。ペースト実行時、コピーされていない設定は初期化されます。

クリップ・ボー
やトラック上で
ア・シンセサイ
ペーストが可能

Clear
トラックで使用してい
定を初期化します。初
いない状態になり、
ＣＰＵの負荷を抑え
しては、このコマンド

Initialize
トラックで使用して
ます。オシレーター 
ロードされます。初め
を実行します。

トラックの出力
Ch”）は初期化

Apply Performance
パフォーマンス・パラメ
ページ」）をプログラ
パラメーターの設定は
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UT CD ............................... [–, 1+2…15+16]
を選択します。

れるプログラムのオシレーター・モード（ ☞  37
DE」）が DRUMSのときは、 OUT ABと OUT
スに出力先を選択します。このときは OUT AB
T CDは SEND2へ送られます。 

ANCEページ
ているプログラム・パラメーターを調整します。 

E] スイッチをクリックすると表示されます。パラ
、 Combination モードと同様です。 27 ページ
E ページ」を参照してください。 

Iチャンネル、 MIDIフィルター、キー・ゾーン、
、ピッチを設定します。 [MIDI]スイッチをクリッ
す。パラメーターの内容は、 Combinationモー
ページ「 MIDIページ」を参照してください。
PROGRAM Select ............................................... [BROWSER]
トラックで使用するプログラムを選択します。  
Menu Commands の Loadや [BROWSER]スイッチをクリック
して表示されるブラウザで選択します（  ☞  18 ページ「ブラウザ機
能」）。また、名前をクリックして、ドラッグまたはコンピューター
の上下左右カーソル・キーを操作すると、プログラムが切り替わり
ます。このときは、選択されているプログラムに設定されている楽
器の種類やサウンド・キャラクターとは無関係にカードごとに切り
替わります。

プログラムを選択すると、 “IFX”（ ☞  24 ページ「 IFX」）は
自動的にオンになります。 

LEVEL..................................................................... [00…99]
各トラックの出力レベルを設定します。  

PAN.......................................................... [L50…C00…R50]
各トラックのパンを設定します。

トラックで使用されるプログラムのオシレーター・モード（ ☞ 
37 ページ「 OSC MODE」）が DRUMS のときは、ここの 
“PAN” は表示されません。 OSCページの DRUMKIT EDIT
セクションでの “PAN”（ ☞ p.42）で各キーごとにパンを設
定します。 

OUT/OUT AB, O
各トラックの出力先

トラックで使用さ
ページ「 OSC MO
CDのそれぞれのバ
は SEND1へ、 OU

PERFORM
各トラックで使用し
[PERFORMANC
メーターの内容は
「 PERFORMANC

MIDIページ
各トラックの MID
ベロシティ・ゾーン
クすると表示されま
ドと同様です。 31
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。 
トの入出力はセンド、リターン、リターン先
MASTER FXページ
マスター・エフェクトを設定します。 [MASTER FX] スイッチをクリックすると表示されます
Multi モードでは、マスター・エフェクトをセンド・エフェクトとして使用するので、エフェク
で設定します。
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................................................... [OFF, ON]

は送られません。 

....................................... [L50…C00…R50]

 

定します。 

........................................ [–, 1+2…15+16]
。

ーン版では、 1+2以外に設定すると出力されま

............ [No Effect, Reverb…Delay/Tremolo]
を選択します。  

で選択したエフェクトのパラメーターを設定し

シンセサイザーで追加になったエフェクトにつ
「 Effect Parameter」を参照してください。
・パラメーターについては、 CD-ROM に収録
ルの M1取扱説明書 PDFを参照してください。  

 PDF 100 ページ「 7. エフェクト・パラメーター」
 

SEND 1.................................................................. [00…99]

マスター・エフェクトの SEND1に送る音量レベルを設定します。 

SEND 2.................................................................. [00…99]

マスター・エフェクトの SEND2に送る音量レベルを設定します。

スタンドアローン版では、出力（ “OUT” ☞ p.57）を 1+2以
外に設定したトラックは、 “SEND1” または “SEND2”の値
が 00では出力されません。

トラックで使用されるプログラムのオシレーター・モード（ ☞ 
37ページ「 OSC MODE」）が SINGLEまたは DOUBLEの
ときは、トラックの出力は SEND1と SEND2へ送られます。
オシレーター・モードが DRUMS のときは、トラックの出
力 OUT ABは SEND1へ、 OUT CDは SEND2へ送られます。 

MASTER FX

 

ROUTING TYPE ....................................... [SERIAL, PARALLEL]
エフェクトのルーティングを選択します。  

FX 1/FX 2.............................................................[OFF, ON]
エフェクトのオン、オフ。 

LEVEL (RETURN 1/2 LEVEL)...................................... [00…99]
マスター・エフェクト出力からアウトプットへのリターン・レベル
を設定します。 

PAN ON/OFF ....
パンのオン、オフ。
オフにすると、信号

PAN ..................
SEND2のパンを設

OUT ..................
出力先を選択します

スタンドアロ
せん。 

FX1/FX2

 

EFFECT TYPE.......
エフェクト・タイプ

Effect Parameter
“EFFECT TYPE”
ます。 
M1ソフトウェア・
いては、 34ページ
その他のエフェクト
されているオリジナ

☞ M1取扱説明書
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ージ
部コントローラーによるプログラムのピッチ
定します。 [CONTROL]スイッチをクリックす
ラメーターの内容は、 Combination モードと
「 CONTROLページ」を参照してください。 

ージ
トを設定します。 [INSERT FX] スイッチをク
ます。パラメーターの内容は、 Combination
2ページ「 INSERT FXページ」を参照してく
EASYページ
プログラムの主要なパラメーターをエディットします。 [EASY] ス
イッチをクリックすると表示されます。パラメーターの内容は、 
Combinationモードと同様です。 36ページ「 EASYページ」を参
照してください。 

OSCページ
各トラックで使用するプログラムのオシレーターを設定します。 [OSC]
スイッチをクリックすると表示されます。パラメーターの内容は、 
Combinationモードと同様です。 39ページ「 OSCページ」を参照し
てください。 

VDFページ
各トラックで使用するプログラムの VDFを設定します。  [VDF]スイッ
チをク リックす ると表示 されます。パラメー ターの内 容は、 
Combinationモードと同様です。 44ページ「 VDF ページ」を参照し
てください。 

VDAページ
各トラックで使用するプログラムの VDA を設定します。 [VDA] ス
イッチをクリックすると表示されます。パラメーターの内容は、 
Combination モードと同様です。 47 ページ「 VDA ページ」を参
照してください。 

CONTROLペ
アフタータッチと外
や音色変化について設
ると表示されます。パ
同様です。 49ページ

INSERT FXペ
インサート・エフェク
リックすると表示され
モードと同様です。 5
ださい。
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Programモード 

1つのプログラムを演奏、エディットするモードです。
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す。 
チをクリックしたときと同様に、ブラウザが
ページ「ブラウザ機能」）。 

したプログラム・データを M1 ソフトウェ
の内部メモリーにライト（記憶）します。（ ☞ 
リーへのライト」） 

ram
ラムと同じ設定の楽器、サウンド・キャラク
ウザが表示されます。選択しているサウンド
ときに有効です（ ☞  18 ページ「ブラウザ機

ムの設定をクリップ・ボードにコピーします。

ライトされない設定はコピーされません。 

ピーされているプログラムの設定をペーストし
、コピーされていない設定は初期化されます。

ドにコピーされているデータは、ブラウザ上
トラック上でペーストが可能です。また、 M1
シンセサイザーを複数立ち上げたときに、ど
ストが可能になります。
Performance Parameter
プログラムの出力レベル、パン、出力先等を設定します。 

IFX....................................................................... [OFF, ON]
インサート・エフェクトのオン、オフを切り替えます。 

OFF（消灯） :  インサート・エフェクトがバイパスされます。 

ON（点灯） :  インサート・エフェクトがオンになります。 

Menu Commands

 

“IFX”の右側にある “▼ ”をクリックして表示されるメニューから
コマンドを選択して実行します。 

Load
プログラムを選択しま
[BROWSER] スイッ
表示されます（ ☞  18

Write
作成またはエディット
ア・シンセサイザー
70ページ「内部メモ

Search Similar Prog
選択しているプログ
ターの検索内容でブラ
に類似したものを選ぶ
能」）。 

Copy
選択しているプログラ

内部メモリーに

Paste
クリップ・ボードにコ
ます。ペースト実行時

クリップ・ボー
やティンバー、
ソフトウェア・
の M1にもペー

 Menu Commands
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.................................................... [00…99]
ベルを設定します。 

....................................... [L50…C00…R50]
設定します。

オシレーター・モード（ ☞  37 ページ「 OSC
 DRUMSのときは、ここの  “PAN”は表示され
C ページの DRUMKIT EDIT セクションでの 
p.42）で各キーごとにパンを設定します。 

UT CD ............................... [–, 1+2…15+16]
を選択します。

ド（ ☞  37ページ「 OSC MODE」）が DRUMS の
 OUT CDのそれぞれのバスに出力先を選択します。

ーン版では、 1+2以外に設定するとプログラム
せん。  

....................................... [–50…+00…+50]
は、 Combinationモードの「 PERFORMANCE
。 28ページ「 OSC」を参照してください。
Clear
プログラムの設定を消去します。プログラムを使用していない状態
になり、発音しなくなります。  

Initialize
プログラムの設定を初期化し、オシレーター 1 には、マルチサウン
ドのカード 1–00番がロードされます。初めから音色を作成したい
ときに、このコマンドを実行します。

プログラムの出力先（ “OUT/OUT AB, OUT CD”）は初期化
されません。 

Apply Performance
パフォーマンス・パラメーターの設定（ ☞  27ページ「 PERFORMANCE
ページ」）をプログラムに適用します。実行すると、パフォーマンス・パラ
メーターの設定は 0にリセットされます。 

PROGRAM Select ............................................... [BROWSER]
プログラムを選択します。 
Menu Commands の Loadや [BROWSER]スイッチをクリック
して表示されるブラウザで選択します（  ☞  18 ページ「ブラウザ機
能」）。また、名前をクリックして、ドラッグまたはコンピューター
の上下左右カーソル・キーを操作すると、プログラムが切り替わり
ます。このときは、選択されているプログラムに設定されている楽
器の種類やサウンド・キャラクターとは無関係にカードごとに切り
替わります。

プログラムを選択すると、 “IFX”（ ☞  24 ページ「 IFX」）は
自動的にオンになります。 

LEVEL.................
プログラムの出力レ

PAN ..................
プログラムのパンを

プログラムの
MODE」）が
ません。 OS
“PAN”（ ☞ 

OUT/OUT AB, O
プログラムの出力先

オシレーター・モー
ときは、 OUT AB と

スタンドアロ
は出力されま

OSC
OSC BALANCE ...
パラメーターの内容
ページ」と同様です
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VDF
RESONANCE..............

CUTOFF .....................

EG INT .......................
パラメーターの内容は、 C
ページ」と同様です。 28

VDF&VDA EG
ATTACK TIME..............

DECAY TIME ...............

RELEASE TIME.............
パラメーターの内容は、 C
ページ」と同様です。 29
ださい。 

INSERT FX

 

IFX BALANCE .............
パラメーターの内容は、 C
ページ」と同様です。 29 ペ

します。 [EASY] ス
メーターの内容は、 
 EASYページ」を参

す。 [OSC] スイッチ
ーターの内容は、 
 OSC ページ」を参

DF]スイッチをクリッ
 Combinationモード
てください。 

DA]スイッチをクリッ
、 Combination モー
照してください。
メーター   

.............................. [–50…+00…+50]

.............................. [–50…+00…+50]

.............................. [–50…+00…+50]
ombinationモードの「 PERFORMANCE
ページ「 VDF」を参照してください。  

.............................. [–50…+00…+50]

.............................. [–50…+00…+50]

.............................. [–50…+00…+50]
ombinationモードの「 PERFORMANCE
ページ「 VDF&VDA EG」を参照してく

.............................. [–50…+00…+50]
ombinationモードの「 PERFORMANCE
ージ「 INSERT FX」を参照してください。 

EASYページ
プログラムの主要なパラメーターをエディット
イッチをクリックすると表示されます。パラ
Combinationモードと同様です。 36 ページ「
照してください。 

OSCページ
使用するプログラムのオシレーターを設定しま
を クリッ クす ると 表示さ れま す。パラメ
Combination モードと同様です。 39ページ「
照してください。 

VDFページ
使用するプログラムの VDFを設定します。 [V
クすると表示されます。パラメーターの内容は、
と同様です。 44ページ「 VDFページ」を参照し

VDAページ
使用するプログラムの VDAを設定します。 [V
クすると表示されます。パラメーターの内容は
ドと同様です。 47ページ「 VDAページ」を参
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CONTROLページ
アフタータッチと外部コントローラーによるプログラムのピッチ
や音色変化について設定します。  [CONTROL]スイッチをクリックす
ると表示されます。

パラメーターの内容は、 Combination モードと同様です。 49ペー
ジ「 CONTROLページ」を参照してください。 

INSERT FXページ
インサート・エフェクトを設定します。  [INSERT FX] スイッチをク
リックすると表示されます。パラメーターの内容は、 Combinationモー
ドと同様です。 52ページ「 INSERT FXページ」を参照してください。
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ザー・スケール等、 M1 ソフトウェア・シン
balモードに入ります。
Globalモード
マスター・チューン、トランスポーズ、グローバル MIDIチャンネル、 MIDIフィルター、ユー
セサイザー全体に関わる設定を行うモードです。 [GLOBAL]スイッチをクリックすると、 Glo
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MIDI SETTING

 

GLOBAL MIDI CHA

 

MIDI CHANNEL .......
グローバル MIDI チャ
グローバル MIDI チャ
ネーション・チェンジ
（ “EFFECT TYPE”が R
ド ☞ p.35）、 Multiモー
Programモードでのプ
サート・エフェクトのコ
Speakerのときのロー

GLOBAL PITCHBEN

GLOBAL PITCHBEND

DISABLE: 各モードの
ジ “PITCHBEND” の

ENABLE: ここでの “
対して有効になります

RANGE...................
ピッチ・ベンド・レンジ
が ENABLE のときに
対して有効になります

.................[OFF, ON]
を受信するかどうかを

.................[OFF, ON]
チェンジを受信するか

................. [OFF, ON]
ます。 

[420.00…460.00 Hz]
します。 A4（ラの音）
NNEL

............................................... [01…16]
ンネルを設定します。
ンネルは、 Combination モードでのコンビ
とマスター・エフェクトのコントロール
otary Speakerのときのロータリー・スピー
ドでのマスター・エフェクトのコントロール、 
ログラムが発音する MIDIチャンネルとイン
ントロール（ “EFFECT TYPE” が Rotary
タリー・スピード ☞ p.35）に使用されます。 

D

 

................................ [DISABLE, ENABLE]

 

プログラム・パラメーター CONTROLペー
設定を優先します。  

RANGE” の設定が各モードのプログラムに
。 

........................................... [–12…+12]
を設定します。  “GLOBAL PITCHBEND”
、ここでの設定が、各モードのプログラムに
。 

MIDI FILTER

 

CONTROL CHANGE FILTER ...................

 

MIDI コントロール・チェンジ・メッセージ
設定します。 

OFF（消灯） :  受信する。 

ON（点灯） :  受信しない。 

COMBI/PROG CHANGE FILTER .............
コンビネーション・チェンジ、プログラム・
どうかを設定します。 

OFF（消灯） :  受信する。 

ON（点灯） :  受信しない。 

AFTER TOUCH FILTER............................
アフタータッチを受信するかどうかを設定し

OFF（消灯） :  受信する。 

ON（点灯） :  受信しない。 

KEYBOARD SETTING

 

TUNNING

 

MASTER TUNE A4 ...............................
発音する全体のピッチを 0.01Hz 単位で設定
が基準ピッチになります。
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“

E TYPE” でユーザー・スケールを選ぶことに
を呼び出すことができます。 

B）内のピッチを－ 99～＋ 99 セントの範囲
が基準ピッチ（ 0）になります。
ピッチよりもほぼ半音高くなります。－ 99 に
りもほぼ半音低くなります。

Equal Temp、 Equal Temp Random Pitch、 
 Pure Minorのときは“ USER SCALE”は設
 

ING

  

UMBER ........... [8, 16, 32, 64, 128, 256]
す。  

................................ [–12, –6, +0, +6 dB]
設定します。 

..................................................... [1…8]
ます。ここで設定し、 SAVE DEFAULT でグ
イトを実行すると、次回起動時から有効にな
TRANSPOSE ....................................................... [–24…+24]
発音する全体のピッチを半音単位（ 100セント）で設定します。設
定範囲は± 2オクターブです。 

SCALE

 

ROOT KEY ................................................................. [C…B]
 SCALE TYPE”で選んだ音階の主調和音キーを設定します。 

SCALE TYPE..........[Equal Temp…Pure Minor, User1…User12]
スケール・タイプ（音階）を設定します。 12 種類のスケール・タ
イプから選びます。 

Equal Temp:

 

 一般的に広く使われている音律で、各半音のピッチ
の変化幅が同じになっています（平均律）。 

Equal Temp Random Pitch:

 

 ノート・オンするたびに平均律に対
しランダムにピッチをずらして発音します。 

Pure Major:

 

 選択した主調和音のメジャー・コードが完全に調和す
る音階です（純正律長音階）。 

Pure Minor:

 

 選択した主調和音のマイナー・コードが完全に調和す
る音階です（純正律短音階）。 

User1～ 12:  “USER SCALE”で設定した音階になります。作成し
た 12 個のユーザー・スケールから選択します。 

USER SCALE ................................................ [–99…+99 cent]
ユーザー・スケールを設定します。“ SCALE”で User1～ 12を選
び、ここで 1オクターブ内のピッチを設定します。設定は自動的に

セーブされ、 “SCAL
よって、いつでも設定
1 オクターブ（ C～ 
で調整します。平均率
＋ 99にすると、基準
すると、基準ピッチよ

“ SCALE”が 
Pure Major、
定できません。

SYSTEM SETT

VOICE NUMBER

MAXIMUM VOICE N
最大発音数を設定しま

OUTPUT SETTING

OUTPUT GAIN.......
最終的な出力レベルを

STEREO OUTPUTS..
出力バスの数を設定し
ローバル・データのラ
ります。
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OPTIONAL FUNCT

 

CC TO AUTOMATION

 

MIDI コントロール・
トロールしたときに、
にも、その値を書き込
OFF にすると、パラメ
ンには書き込まれませ

このパラメーター
プラグインとして

KEY FOCUS.............
キー・フォーカスを有

DISABLE: キー・フォ

ENABLE: キー・フォ

キー・フォーカス
どの名前やパラメ
す。 

TOOL TIP ................

 

TOOL TIPを表示する

TOOL TIP とは、値が
フィルターなど）を設
です。 

DISABLE: 

 

TOOL TIP

ENABLE: TOOL TIPを

.................... [Button]
シンセサイザーを起動
てライトします。
ります。
ION

.............................. [ENABLE, DISABLE]
チェンジ・メッセージでパラメーターをコン
ホストアプリケ－ションのオートメーション
むかどうかを設定します。  
ーターをコントロールしてもオートメーショ
ん。

は、 M1 ソフトウェア・シンセサイザーを
使用したときに有効になります。 

................................ [ENABLE, DISABLE]
効にするかどうかを設定します。   

ーカスを無効。 

ーカスを有効。

の設定にかかわらず、コンビネーションな
ーターの値は、文字や数値の入力が可能で

................................ [ENABLE, DISABLE]
かどうかを設定します。  

表示されないパラメーター（グラフィカル・
定するときに、一時的に値を表示させる機能

を非表示。  

表示。 

SAVE DEFAULT

 

SAVE ...................................................

 

Globalページの設定を、 M1ソフトウェア・
したときのグローバル・データの初期値とし
ライトした設定は、次回起動時から有効にな
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ード
個 ーションを M1 内部に記憶させること

憶 定

で プログラム。

の DIページ設定、マスター・エフェクト

RM ージのプログラム調整用パラメーター
ト ラムのパラメーターに反映され、値は 
セ す。

憶 設定

A の TABLE、 LINK ON/OFF。

ジ DIT、 VDF Select、 VDF EG Select、 
le

、 T EDITセクションの “KBD CHASE”
G の “Point Select”。

、 クションの “Point Select”。

、 クションの “Point Select”。
、ロ
のコンビネ

される設

使用される

設定、 MI

ANCE ペ
時にプログ
ットされま

されない

NCE ページ

の LINK E
ct。

 DRUM KI
セクション

 VDF EG セ

 VDA EG セ
データのライト、セーブ

内部メモリーへのライト
エディット、作成したデータを M1 ソフトウェア・シンセサイザー
の内部メモリーに記憶することができます。

オリジナルの M1 では、コンビネーションが使用するプログラムと 
Programモードでのプログラムが同一のデータでした。 M1 ソフト
ウェア・シンセサイザーでは、 Combination、 Multi、 Program の
各モードで、エディット・バッファ内にプログラム・データをロー
ドするので、 Program モード上でプログラムをエディットしても、 
Combinationモードや Multiモードで使用するプログラムの音色に
は影響を与えません。

ライトしたコンビネーションやプログラムは、セーブせずに
アプリケーションを終了すると消えてしまいます。ライトし
たコンビネーションやプログラムを残しておきたいときは、 
[FILE]ボタンをクリックしてコンピューターに保存してくだ
さい。（ ☞  74 ページ「コンピューターへの保存」）

コンビネーション
作成またはエディットしたコンビネーションを M1ソフトウェア・
シンセサイザー内部のユーザー・カードにライト（記憶）すること
ができます。 
M1 ソフトウェア・シンセサイザーには、 50 個のコンビネーショ
ンを記憶することができるユーザー・カードが 4つ内蔵されていま

す。合計 200
ができます。

ライト時に記

･ 各ティンバー

･ 各ティンバー
の設定。 

PERFO
は、ライ

00にリ

ライト時に記

･ Solo/Mute。

･ PERFORM

･ EASY ペー
VDA EG Se

･ OSCページ
と PITCH E

･ VDFページ

･ VDAページ
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ライトの方法 
1. 左上の [WRITE]

“Combination”
コンビネーションに
ラクターが指定され
グが表示されます。

2. ライト先のカード
下に表示される [U

3. セーブする前に名
ダブルクリックし
し、 [Enter] キーを

4. SEARCHの “INST
でサウンド・キャラ
楽器の種類とサウン
ます。（ ☞  19 ページ

ーションがライトされ

作成またはエディット
セサイザー内部のユー
きます。 

50 個のプログラムを記
内蔵されています。合
せることができます。

の OSCページ、 VDF
ジ、 INSERTFX ページ

FORMANCE ページ、 
dit のプログラム調整用
ムのパラメーターに反
。

内部メモリ

ボタンをクリックして表示されるメニューで 
を選びます。
設定されている楽器の種類やサウンド・キャ
た状態で WRITE COMBINATION ダイアロ
 

を選びます。
SER1]～ [USER4]をクリックします。 
前を変更する場合は、表示されている名前を
、コンピューターのキーボードで名前を入力
押します。  

RUMENTS”で楽器の種類、 “CHARACTER”
クターを選びます。
ド・キャラクターは、複数の項目を選択でき
「 4. INSTRUMENTS」、「 5. CHARACTER」） 

5. ライト先のナンバーを選びます。 
6.

 

[OK]ボタンをクリックします。
ライト先のユーザー・カードにコンビネ
ます。

プログラム 

Combination、  Multi、 Program モードで
したプログラムを M1 ソフトウェア・シン
ザー・カードにライト（記憶）することがで
M1 ソフトウェア・シンセサイザーには、 
憶することができるユーザー・カードが 4つ
計 200個のプログラムを M1 内部に記憶さ

ライト時に記憶される設定

･ 下記「ライト時に記憶されない設定」以外
ページ、 VDA ページ、 CONTROL ペー
のパラメーター 

Combination、 Multi モードの PER
Program モードの Performance E
パラメーターは、ライト時にプログラ
映され、値は 00 にリセットされます
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RAM ダイアログは、各ティンバー（トラッ
・コマンドで “Write” を選択しても表示でき

を選びます。
[USER1]～ [USER4] をクリックします。 
前を変更する場合は、表示されている名前を
、コンピューターのキーボードで名前を入力
を押します。  

STRUMENTS”で楽器の種類、 “CHARACTER”
ラクターを選びます。
ンド・キャラクターは、複数の項目を選択でき
ジ「 4. INSTRUMENTS」、「 5. CHARACTER」） 
ーを選びます。  
リックします。
ー・カードにプログラムがライトされます。
ライト時に記憶されない設定

･ EASY ページの LINK EDIT、 VDF Select、 VDF EG Select、 
VDA EG Select。

･ OSCページ、 DRUM KIT EDITセクションの “KBD CHASE”
と PITCH EG セクションの “Point Select”。

･ VDF ページ、 VDF EGセクションの “Point Select”。

･ VDAページ、 VDA EGセクションの “Point Select”。

ライトの方法 

Combination モード、 Multiモード 
1. 左上の [WRITE] ボタンをクリックして表示されるメニューで 

“Selected Program”、または “Program”からライトするプ
ログラムを選びます。
プログラムに設定されている楽器の種類やサウンド・キャラク
ターが指定された状態で WRITE PROGRAM ダイアログが表示
されます。 

WRITE PROG
ク）のメニュー
ます。 

2. ライト先のカード
下に表示される 

3. セーブする前に名
ダブルクリックし
し、 [Enter] キー

4. SEARCHの “IN
でサウンド・キャ
楽器の種類とサウ
ます。（ ☞  19ペー

5. ライト先のナンバ
6. [OK]ボタンをク

ライト先のユーザ
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INSTRUMENTS”で楽器の種類、 “CHARACTER”
ャラクターを選びます。
ウンド・キャラクターは、複数の項目を選択でき
ージ「 4. INSTRUMENTS」、「 5. CHARACTER」） 
ンバーを選びます。  
クリックします。
ーザー・カードにプログラムがライトされます。

 

ulti、 Program モードで作成またはエディット
設定を M1ソフトウェア・シンセサイザー内部
にライト（記憶）することができます。 
・シンセサイザーには、 20 個のドラムキットを
るユーザー・カードが 2 つ内蔵されています。
キットを  M1内部に記憶させることができます。

れる設定 

の OSCページ、 DRUM KIT EDITセクション
イト時に記憶されます。
Programモード 
1. 左上の [WRITE] ボタンをクリックして表示されるメニューで 

“Selected Program”を選びます。
プログラムに設定されている楽器の種類やサウンド・キャラク
ターが指定された状態で WRITE PROGRAM ダイアログが表示
されます。 

WRITE PROGRAM ダイアログは、メニュー・コマンドで 
“Write”を選択しても表示できます。 

2. ライト先のカードを選びます。
下に表示される [USER1]～ [USER4]をクリックします。 

3. セーブする前に名前を変更する場合は、表示されている名前を
ダブルクリックし、コンピューターのキーボードで名前を入力
し、 [Enter] キーを押します。 

4.

 

SEARCHの “
でサウンド・キ
楽器の種類とサ
ます。（ ☞  19ペ

5. ライト先のナ
6. [OK]ボタンを

ライト先のユ

ドラムキット
Combination、  M
したドラムキットの
のユーザー・カード
M1 ソフトウェア
記憶することができ
合計 40個のドラム

ライト時に記憶さ
KBD CHASE以外
のパラメーターがラ
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リックします。
ーザー・カードにライトされます。

ターへの保存 

ンセサイザーの内部データをコンピューター
することができます。 

上に表示される [FILE] ボタンをクリックし
ューから “Save”→ “保存するデータ ”を選

全モードのパラメーターと Master Volume、全
（コンビネーション、プログラム、ドラムキッ
す。
は、 “.fxb”（バンクの保存）、または “.m1all”
。 

…

 Combinationモードのパラメーターが保存
は “.m1combi”です。 

る Multi モードのパラメーターが保存されま
1multi”です。
ライトの方法 
1. 各モードの OSCページ、 DRUMSセクションの [WRITE]ボタ

ンをクリックします。
ドラムキットに設定されているドラムの属性が指定された状態で 
WRITE DRUM KITダイアログが表示されます。 

2. ライト先のカードを選びます。
下に表示される [USER1]または [USER2]をクリックします。 

3. セーブする前に名前を変更する場合は、表示されている名前を
ダブルクリックし、コンピューターのキーボードで名前を入力
し、 [Enter] キーを押します。 

4. ドラムキットの属性を選択します。
複数の属性を選択できます。（ ☞  19ページ「 4. INSTRUMENTS」） 

5.

 

[OK]ボタンをク
ドラムキットがユ

コンピュー
M1ソフトウェア・シ
へファイルとして保存

[FILE]ボタン 
1. 各モードで画面左

て表示されるメニ
びます。 

All Data…

ロードされている
ユーザー・データ
ト）が保存されま
ファイルの拡張子
（ All Data）です

1 Combination

ロードされている
されます。拡張子

1 Multi…

ロードされてい
す。拡張子は “.m
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イアログで保存先、ファイル名を設定し、 [ 保存 ]
ックします。
いる Global モード以外のパラメーターがファイ
されます。拡張子は “.fxp”です。 

メニュー 

・チェンジのアサイン設定の保存 
示される KORG ロゴをクリックして表示される
 “Save Controller Map..” を選びます。 
イアログで保存先、ファイル名を設定し、 [ 保存 ]
ックします。 
NCE ページのパラメーターへの MIDI コント
ジのアサイン設定がファイルとして保存されま

ターからのロード 

 

面左上に表示される [FILE] ボタンをクリックし
メニューから “Load”→ “ロードするデータ ”を

ラメーターと Master Volume、全ユーザー・デー
ション、プログラム、ドラムキット）のデータ
1 Program…

ロードされているプログラムのパラメーター（ OSC、 VDF、 
VDA、 CONTROL、 INSERT FX ページのパラメーター）と 
PERFORMANCE のパラメーターが保存されます。拡張子は 
“.m1prog” です。 

2. 表示されるダイアログで、保存先、保存するファイルの種類を
選びます。 

3. ファイル名を設定し、 [保存 ] ボタンをクリックします。
ファイルが保存されます。

ファイル・メニュー

バンクの保存 
1. コンピューターの左上に表示されるファイル・メニューから “

バンクの保存 ...”を選びます。 
2. 表示されるダイアログで保存先、ファイル名を設定し、 [保存 ]

ボタンをクリックします。
ロードされている全モードのパラメーターと Master Volume、全
ユーザー・データ（コンビネーション、プログラム、ドラムキッ
ト）が保存されます。拡張子は “.fxb”です。

プログラムの書き出し 
1. コンピューターの左上に表示されるファイル・メニューから “

プログラムの書き出し ...”を選びます。 

2. 表示されるダ
ボタンをクリ
ロードされて
ルとして保存

KORGロゴ・
MIDI コントロール

1. 画面右上に表
メニューから

2. 表示されるダ
ボタンをクリ
PERFORMA
ロール・チェン
す。

コンピュー

[FILE]ボタン
1. 各モードで画

て表示される
選びます。 

All Data…

全モードのパ
タ（コンビネー
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（ .fxpファイル） 
左上に表示されるファイル・メニューから “
込み ...”を選びます。 
ログで、ファイルの場所、ファイル名を選択
ンをクリックします。 
外のパラメーターがロードされます。 

メニュー 

チェンジのアサイン設定ファイルのロード 
れる KORGロゴをクリックして表示される

oad Controller Map..”を選びます。 
アログで、ファイルの場所、ファイルの種類、
し、 [開く ]ボタンをクリックします。 
ル・チェンジのアサイン設定ファイルがロー
76

がロードされます。ファイルの拡張子は “.fxb”（バンクの保存）
または “.m1all”（ All Data）です。 

1 Combination…

コンピューターに保存されている 1 つのコンビネーション・
データがロードされます。ファイルの拡張子は “.m1combi”で
す。 

1 Multi…

コンピューターに保存されている 1つのマルチ・データがロー
ドされます。ファイルの拡張子は “.m1multi”です。 

1 Program…

コンピューターに保存されている 1つのプログラム・データが
ロードされます。ファイルの拡張子は “.m1prog”です。 

2. 表示されるダイアログで、ファイルの場所、ファイルの種類、
ファイル名を選択し、 [ 開く ]ボタンをクリックします。
ファイルがロードされます。

ファイル・メニュー

バンクの読み込み  （ .fxbファイル） 
1. コンピューターの左上に表示されるファイル・メニューから “

バンクの読み込み ...” を選びます。 
2. 表示されるダイアログで、ファイルの場所、ファイル名を選択

し、 [開く ]ボタンをクリックします。
全モードのパラメーターと Master Volume、全ユーザー・デー
タ（コンビネーション、プログラム、ドラムキット）のデータ
がロードされます。

プログラムの読み込み

1. コンピューターの
プログラムの読み

2. 表示されるダイア
し、 [開く ]ボタ
Globalモード以

KORGロゴ・
MIDIコントロール・

1. 画面右上に表示さ
メニューから “L

2. 表示されるダイ
ファイル名を選択
MIDI コントロー
ドされます。
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は、ユーザー・カードのドラムキットをロードす
ーバル・データがある場合は、 GLOBAL、 ALL
順にインポートしてください。 

ion…

 

ーション・データをインポートします。
ビネーションのユーザー・カード 1に書き込ま
は ALL COMBINATION と同様です。  

ム・データをインポートします。
グラムのユーザー・カード 1に書き込まれます。
ROGRAMと同様です。 

…

データをインポートします。 
ェア・シンセサイザーの Global モードに対応す
は、上書きされます。ドラムキットは、ユーザー・
き込まれます。 
イアログで、ファイルの場所、ファイル名を選択
タンをクリックします。
スクルーシブ・ファイルがインポートされます。 

のマルチサウンドやドラムサウンドを使用して
オリジナル M1のバンク情報が正しく認識され
ション・カードを使っている場合、ソフトウェ
イザー M1 ではカード 1 として認識されるの
トしてから選びなおす必要があります。
システム・エクスクルーシブ・
データのインポート
オリジナルの M1シリーズで作成したデータをシステム・エクスク
ルーシブ・ファイルで M1 ソフトウェア・シンセサイザーにイン
ポートします。 
1. 各モードで画面左上に表示される  [FILE] ボタンをクリックし

て表示されるメニューから “Import”→ “インポートするデー
タ ”を選びます。 

All Data…

グローバル、プログラム、コンビネーションのデータをイン
ポートします。
グローバル・データの DRUMKIT はユーザー・カード 1 に、
プログラム・データとコンビネーション・データは、それぞれ
のユーザー・カードに書き込まれます。  

All Combination…

すべてのコンビネーション・データをインポートします。
データは、コンビネーションのユーザー・カードに書き込まれま
す。プログラムは、ユーザー・カードに保存されているデータを
ロードするので、プログラム・データやグローバル・データ（ド
ラムキットのデータ）がある場合は  GLOBAL、 ALL PROGRAM、 
ALL COMBINATIONの順にインポートしてください。 

All Program…

すべてのプログラム・データをインポートします。
データは、プログラムのユーザー・カードに書き込まれます。

ドラムキット
るので、グロ
PROGRAMの

1 Combinat
1つのコンビネ
データは、コン
れます。動作

1 Program…
1つのプログラ
データは、プロ
動作は ALL P

Global Data

グローバル・
M1 ソフトウ
るパラメータ
カード 1に書

2. 表示されるダ
し、 [開く ]ボ
システム・エク

M1、 M1EX
いる場合は、
ますが、オプ
ア・シンセサ
で、インポー



 

78

書 .
る ード以外のパラメーターがファイルと
す  “.fxp”です。

・ rl]キー（ Mac: [コマンド ]キー）  + [E]

終

・ rl]キー（ Mac: [コマンド ]キー）  + [Q]

再 ディオを停止
、 替えます。項目はトグル表示になりま

ロ す。

ン .
上 グラウンド再生のオン、オフを切り替
き出し ..
 Global モ
。拡張子は

キー：  [Ct

了します。

キー：  [Ct

メニュー

生 /オー
停止を切り

グを開きま

ド再生 ..
でのバック
資料編

コンピューター上のメニュー
コンピューター上で表示されるメニューは、以下のコマンドです。
スタンドアローン動作時のみ表示され、プラグイン操作時にはあり
ません。

ファイル・メニュー

バンクの読み込み ... 
“.fxb”ファイルをロードします。  
[FILE] ボタンをクリックして表示されるメニューから “Load” → 
“All Data”を選んだときと同じ動作です。

ショートカット・キー：  [Ctrl]キー（  Mac: [コマンド ]キー）  + [O]

バンクの保存 …
ロードされている全モードのパラメーターと Master Volume、全
ユーザー・データ（コンビネーション、プログラム、ドラムキット）
を保存します。

ショートカット・キー：  [Ctrl] キー（ Mac: [コマンド ]キー）  + [S]

プログラムの読み込み ... 
“.fxp”ファイルをロードします。

ショートカット・キー：  [Ctrl]キー（ Mac: [コマンド ]キー）  + [ I ]

プログラムの
ロードされてい
して保存されま

ショートカット

終了
ソフトウェアを

ショートカット

システム・

オーディオを
オーディオ再生
す。

環境設定 ...
環境設定ダイア

バックグラウ
コンピューター
えます。
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イズが出る

ピューターの CPU への負荷が高い場合に、音
します。
次のことを実行してみてください。

ョンを起動している場合は、それを終了してく

ンセサイザーの最大同時発音数を減らしてくだ

ー［環境設定］→［オーディオ設定］で、オー
・サイズを大きくしてください。ただし、大き
の反応が遅くなります（レイテンシーが大きく

サンプル数×バッファ数で決まります。システ
境設定］→［オーディオ設定］で、この数がで
かつ安定して動作するように“バッファ数”と
設定してください。
故障とお思いのまえに
故障とお思いになる前に、次の項目を確認してください。

音が出ない

･ システム・メニュー［環境設定］→［オーディオの設定］と［ MIDI
の設定］が正しく設定されていますか？

･ Master Level、音量に関するパラメーターが 0 になっていませ
んか？

･ コンピューター側で音が出力される設定になっていますか？ 
Windows XP の場合は、コントロール  パネルの［サウンドと
オーディオ  デバイスのプロパティ］で確認してください。 
Mac OS X の場合は、［システム環境設定］→［サウンド］と、
アプリケーション・フォルダ→ユーティリティ・フォルダ→
［ Audio MIDI 設定］→［オーディオ装置］を確認してください。

･ コンピューターでサウンド・カードを使用している場合、サウン
ド・カードが正しく設定されていますか？

･ コンピューターにオーディオ機器を接続している場合、オーディ
オ機器側が音の出る設定になっていますか？

音がとぎれる /ノ
使用されているコン
切れやノイズが発生
このような場合は、

･ 他のアプリケーシ
ださい。

･ 使用しているシ
さい。

･ システム・メニュ
ディオのバッファ
くし過ぎると発音
なります）。

音が遅れる

･ レイテンシーは、
ム・メニュー［環
きるだけ小さく、
“サンプル数”を
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セサイザーのノブ等をマウスで操作で

［環境設定］→［その他］の  “ ノブ操作方法 
作方法でマウスを操作していますか？

ケーションでプラグイン・インストゥルメン
ている場合の「オーディオ設定」や「ノブ操
ては、ホスト・アプリケーション上の「環境
してください。設定の詳細等は、使用してい
リケーションの取扱説明書を参照してくださ
コンピューターに接続している MIDIデバイスでコント
ロールできない

･ コンピューターと MIDIデバイスは正しく接続されていますか？

･ 接続した MIDI デバイスがコンピューターに認識されています
か？ 
Windows XP の場合は、コントロール  パネルの［サウンドと
オーディオ  デバイスのプロパティ］→［ハードウェア］で確認し
てください。 
Mac OS X の場合は、アプリケーション・フォルダ→ユーティ
リティ・フォルダ→［ Audio MIDI 設定］→の［ MIDI装置］で 
MIDI デバイスが認識されているかを確認してください。

･ システム・メニュー［環境設定］→［ MIDIの設定］が正しく設
定されていますか？

ホスト・アプリケーションで VSTプラグイン・インストゥ
ルメントとして表示されない

･ Windows XPの場合は、ソフトウェアのインストールとは別に、
プラグインのインストールを実行する必要があります。 CD-
ROMを CD-ROMドライブに挿入したときに一番初めに表示さ
れる「 KORG Legacy Collection - DIGITAL EDITION のイン
ストール」で “VSTプラグイン版のインストール ”をクリックし
ます。手順を進むと表示される“インストールフォルダの選択”
でホスト・アプリケーションのプラグイン・フォルダを選択して、
インストールを実行してください（ ☞インストール /セットアッ
プ・ガイド）。

ソフトウェア・シン
きない

･ システム・メニュー
”で設定してある操

ホスト・アプリ
トとして使用し
作方法」につい
設定」等で設定
るホスト・アプ
い。
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5
,0  32,000 色カラー以上

X 

・ ェイス
ロ re Audio 対応オーディオ・インターフェ

c ド出力の使用も可）
 : スト・アプリケーションの動作環境に準拠 

ュ

el II/1GHz以上、 Pentium 4, Pentium M,
ler on M/900MHz 以上  推奨
5
,0  16bitカラー以上

s X Edition/Professional SP1以降

・ ェイス
ロ IO または DirectSound/MME 対応オー
ン ス
 : スト・アプリケーションの動作環境に準拠

、 のため、予告なく変更することがあります。
6MB以上
24 x 768 -

10.2.8以降

インターフ
ーン : Co
内蔵サウン

 使用するホ

ータ 
Pentium I
on、 Celer

6MB以上
24 x 768 -

P Home 

インターフ
ーン : AS
ターフェイ

 使用するホ

外観は改良
 

おもな仕様

M1ソフトウェア・シンセサイザー
･ 最大同時発音数： 256音（コンピュータの CPUに依存）

･ パート数： 8

･ PCM波形： 900種類以上

･ 音色数：
プリセット： 2700種類以上
ユーザー・プリセット : 440種類（ドラムキットを含む）

･ エフェクト： 34種類

･ M1シリーズのデータ・インポート可能（ .syxファイル経由）

･ スタンドアローン動作、 VST/AU/RTASプラグイン・インストゥ
ルメント対応

･ リアルタイム MIDIコントロール＆オートメーション対応

･ 対応サンプリング周波数： 44.1kHz～ 192kHz

･ G4 Velocity Engine 最適化（ Macintosh）、 Intel Pentium4
SSE/SSE2 最適化（ Windows）

動作環境 

[Mac]

･ 対応コンピューター 
CPU: Apple G4/500MHz以上、 G4/800MHz 以上推奨

メモリ : 2
モニタ : 1

･  対応 OS
Mac OS 

･ オーディオ
スタンドア
イス（ Ma
プラグイン

[Windows]

･ 対応コンピ
CPU: Int

Ce
メモリ : 2
モニタ : 1

･ 対応 OS
Window

･ オーディオ
スタンドア
ディオ・イ
プラグイン

製品の仕様



MIDI インプリメンテーション・チャート

Date : 2005. 5. 25 

M1

ベーシック

チャンネル

ファンクション…

送　　　　信 受　　　　信 備　　　　考

初期設定

設定可能

アフター

タッチ

ピッチ・ベンド

�×

�＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

キー別

チャンネル別

プログラム

チェンジ： 設定可能範囲

リアルタイム ：クロック

：コマンド

エクスクルーシブ

コモン

：ソング・ポジション

：ソング・セレクト

：チューン

モード1： オムニ・オン、ポリ� モード2： オムニ・オン、モノ� ○： あり
モード3： オムニ・オフ、ポリ� モード4： オムニ・オフ、モノ� ×： なし

その他

：ローカル ON ／ OFF

：オール・ノート・オフ

：アクティブ・センシング

：リセット

ベロシティ ノート・オン

ノート・オフ

ノート

ナンバー： 音域

モード 初期設定

メッセージ

代用

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
×

×
×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

1

1 － 16

0 － 127

0 － 127

○ 9n, V=0 – 127

×

○

○

○ 0 － 99

×

×
×
×

○
×

×

○

×
×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

記憶される

3

×

×

バンク・セレクト（MSB）� ＊2

モジュレーション・ホイール�

VDF MG� �

バンク・セレクト（LSB）� ＊2�

ダンパー・ペダル�

ロータリー・スピーカー・スピード� ＊3

VDA MG

アサイナブル・コントロール�

リセット・オール・コントローラー

コントロール・
チェンジ

0

1

2

32

64�

76

92

1–95

121

×

×

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

［KORG Legacy Collection - DIGITAL EDITION］

＊1

MIDI IMPLEMENTATION の配布については、コルグお客様相談窓口へお問い合わせください。

＊4

備考 �     
＊1:�モード・メッセージは無視される。
＊2:�MSBは0で受信し、LSBでバンクを設定する（0 ～ 25）。
＊3:�エフェクト・タイプが Rotary Speaker のときに受信する。
＊4:�Combination モード：Global MIDIチャンネルで受信し、コンビネーションをチェンジする。  また、ティンバーの MIDIチャンネルで受信し、Global 

MIDIチャンネルと一致しないチャンネルでプログラムをチェンジする。 Multi モード：トラックの MIDIチャンネルで受信し、プログラムをチェンジする。
Program モード： Global MIDIチャンネルで受信し、プログラムをチェンジする。



KO
RG Legacy Collection M

1
取
扱
説
明
書

1
J

本社： 〒206-0812 東京都稲城市矢野口4015-2� URL: http://www.korg.co.jp/

 2005 KORG INC.


	目　次
	はじめに
	おもな特長
	M1の構成
	Combinationモード
	Multiモード
	Programモード
	Globalモード


	基本操作
	各部の名称と機能
	ブラウザ機能
	各モードのパラメーター
	Combinationモード
	Timbre Parameter
	PERFORMANCEページ
	MIDIページ
	MASTER FXページ
	EASYページ
	OSCページ
	VDFページ
	VDAページ
	CONTROLページ
	INSERT FXページ

	Multiモード
	Track Parameter
	PERFORMANCEページ
	MIDIページ
	MASTER FXページ
	EASYページ
	OSCページ
	VDFページ
	VDAページ
	CONTROLページ
	INSERT FXページ

	Programモード
	Performance Parameter
	EASYページ
	OSCページ
	VDFページ
	VDAページ
	CONTROLページ
	INSERT FXページ

	Globalモード

	データのライト、セーブ、ロード
	内部メモリーへのライト
	コンピューターへの保存
	コンピューターからのロード
	システム・エクスクルーシブ・ データのインポート

	資料編
	コンピューター上のメニュー
	故障とお思いのまえに

	おもな仕様
	MIDI インプリメンテーション・チャート

